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巻頭言

昨年12月 に、「気候変動に関する国際連合枠組

み条約第3回締約国会議」、所謂、COP3が京都で

開催され、環境問題に関心が薄い人々も含めて、会

議の動向に関心を寄せたのは言融憶に新しいところ

であります。しかし開催前から解っていたことと

はいえ、会議はある種の政治的パワーゲームに終始

し、温暖化問題の抜本的な解決策について、なん

ら議論が進まなかったのは非常に残念なことです。

温暖化問題はわれわれの価値観や社会構造にも

大きな変革を迫られているようにも思えます。

それは、われわれが一次エネルギーの約九割を占

めている化石資源 (石油、石炭、天然ガス)に依

存している限りは、脱去口できない問題であるから

であります。化石資源に依存しないクリーンエネ

ルギーとして原子力利用も考えられますが、これ

とて、核廃棄物の問題を技術的にクリアーにする

必要があります。識者の中には、使用した化石資

源より排出された二酸化炭素を他の有用な炭素資

源に転換する技術でこの問題を乗り越えようとす

る意見があり、国もその開発に熱心でありますが、

それは、解決の糸口にはならないと私は考えます。

何故なら、二酸化炭素を他の有用な炭素資源に変

換しても、その炭素資源を製造する過程で新たな

二酸化炭素を産み出し、さらに、二酸化炭素から

作り出した炭素資源をエネルギニ資源として利用

する時にも新たな二酸化炭素を産み出すという、

自己矛盾を抱えております。

国は経済成長を犠牲にしても、省資源、省エネ

ルギーを徹底することが唯―の解決策であり、環

境保全につながるものと思えますが、これとて、途

上国と先進国との価値観の相違を埋めていく努力

が重要になり、遺憾ながら、京都会議のように政

治的パワーゲームを生み出す要因にならぎるをえ

ません。

理工学振興会では、このような温暖化問題も含

め、地球環境問題全般についての、総合講座を年

間を通じて主催しております。振興会会員各位は

自由に聴講できますので、是非ご出席賜りますよ

うお願い申しあげます。

前理工学振興会副会長

前理工学部長

瀬川 幸一

Ⅲ 勧晰 呂珈 理
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本誌に臨みとストレス」のご論稿をお寄せ

いただいた山中教授から、論文とは別に生理

心理学を目指された動機や上智大学の学生の

イメージ、先生のご趣味などをお伺いしました。
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麻酔の効き目に個人差があること

の解明。現場からのアプローチ。

―山中先生は心理学者としては特異な経歴を

お持ちになっていらっしゃるそうですが、まず、

その辺りからお聞かせください。

仙中教授 :以下山中)そうですね。私の場合

は医療の現場にいたことが少し変わっている

かもしれません。

―具体的には、どのような医療機関にいらっ

しゃったのですか ?

仙中)私は一頃、国立がんセンター病院の麻

酔科で仕事をしていました。

―麻酔科ですか ?

仙中)そ うです。当時、麻酔科の医長は水口

公信先生でした。水口先生は長年の体験から

患者さんの麻酔のかかり具合に個人差がかな

りあるということに気づかれ、どのような状態

の、どのような性格の人が麻酔にかかり易く、

かかりにくいのだろうかという問題に興味を

持たれていました。

一麻酔に個人差があることが、治療に影響が

あるということですか ?

(山中)はい。というのも、術前の麻酔にスム

ーズにかかるかどうかは、手術の成否に関係

してきます。もし、なかなか麻酔にかからない

患者さんがいれば、麻酔薬を増量しなければ

なりません。大量の麻酔薬を用いることは、身

体に大きな負担をかけますし、術後の蘇生に

も時間がかかることになります。

緊張、不安、恐れという

メディカルな領域に踏み込む。

仙中)その重要な麻酔の効き目に個人差があ

るのです。なぜ、そのようになるのかと研究し

ていきますと、不安や緊張度の高い人ほど、な

かな力琳酔にかからないということがあきらか

になりました。手術を過度に恐れている人も

同様です。



一恐怖心などが影響しているのですか・・?

(山中)そのため、不安や緊張を適度なレベル

にまで下げ、手術そのものと、それを担当する

麻酔医や外科医を信頼させることが麻酔の効

き目を適性にします。

一どのようにして、そのレベルを下げるかが間

題なのですね。

(山中)患者が抱く不安、緊張、恐れは、まさ

しく心理学の問題です。性格も同様です。水

口先生はこうした問題をわれわれ心理学の人

間と一緒に探求しようと考えられたのです。

一そこで心理学の分野が生かされるというこ

とになるわけですか ?

(山中)医療はフィジカルな倶1面 とメンタルな

側面を持っています。ちなみに、麻酔は人間

が痛みを感じなくなるための術であり、メンタ

ルな領域を多く含んでいます。たとえば、過酷

な末期がんの痛みはどのように取り除いてあ

げたらよいか、という問題があります。麻酔医

としての水口先生は、がん患者のターミナル・

ケアの一環として、患者さんの除痛にあたっ

ておられました。

一がん患者にとってそれは切実な問題ですね。

(山中)アメリカの調査では、痛みをひどく感

じるか否かで、がん患者の余命が違うという

結果が出ています。あと半年の命であっても、

痛みのない患者さんはそれ以上生きることが

よくあります。痛みがないのですから、残され

たわずかな期間にライフ・ワークを完成させ

ようとか、家族が困らないようにしておこうと

か、積極的に生きる力を発揮するからです。逆

に、痛くてたまらない患者さんは、こんなに苦

しいままあと半年も生き長らえて、結局は死

ぬのかと絶望的になり、医者の指示に十分に

従うことをやめたりするのです。

一除痛することで前向きに思考できるので

すね ?

(山中)確かに、痛みは人間にとってやっかい

な存在です。しかし、痛みはまた、原始的な

感覚でもあるのです。まれに、無痛人間が出

現します。その生理的な不適合のため、長生

きできないといわれています。燃えさかる火の

中で、自分の手が焼けただれていても、痛み

を感じないのですcま た、刃物で肉をえぐり取

られ、臓1府を突き刺されても平気なのですc胃

潰瘍になっても胃の痛みを感じないし、狭心

症になっても胸の痛みを感じることはありま

せん。

一危険を察知することができないのは恐いこ

とですね。

(山中)痛みは生体が発している警告信号で

す。痛みや不快によって、われわオuま身体の不

調と危機を知ります。痛くなくては14NIる ので

す。しかし、痛いのはだれでもイヤですね。こ

のアンビバレントな存在と上手に付き合って

いくために、私たちはそうした生理的レベルで

の痛みのメカニズムを知ることも重要です。

一痛みのメカニズムを解明し、コントロールし

ていくことが求められているということですか。

(山中)その通りです。そこで私は、水口先11

の下で、痛みの生理と心理を追求することに

なりましたcそ して、いうまでもなく、痛みは

わオtわオ■にとってストレスという大きな脅威で

もあるのです。痛みがどのようなストレスと関

係しているかも、大きなテーマになりました。

一今回の「痛みとストレス」は、私たちにもと

ても興味のあるテーマです。

(山中)前述のがんセンター病院ではいろいろ

な研究をさせていただきました。性格と痛み

の関係を、いくつものテスト・バッテリーで濃1

定しましたc術前不安をかかえた患者さんに

対するさまざまな心llll的治療なども行ないま

した。それらは既にあちこちで報告しています

ので、ここでは本誌の性格を考え、それ以来、

われわれの研究室で行なってきたことや、現

在、行なっていることをまとめてみました。

心理学は、

常に新しい発見の連続です。

―少しテーマからは外れますが、上智大学の

印象等についてお聞かせください。

(山中)上智大学の学生は、一口に言って、真

面日で、おとなしいですね。自分から働きかけ

ることが少ない。したがって、教師としては非

常に対応しやすい。しかし、この静かな力が 4

年間に蓄積され、将来、「爆発」することを信

じ、期待しています。

一先生からご覧になられた理工学部の印象は

いかがですか。

00痛みとストレス

(山中)私は文学部ですけれども、専門の生理

心理学の関係から、理工学部には、とても親

しみを感じております。理工学剖Sの先生方は

物事を理性的に、というか自然科学的に見て

いらっしゃいます。確固たる証拠の上にきち

んとした、ものの考え方をしていらっしゃいま

すね。上智大学というと文系という印象が強

いと思いますが、理工学部はもっと評価され

てもよいと思います。

一先生のご趣味をお聞かせください。

(山中)趣味ですか ?「お酒」縮 しそうに微笑

まれる)。 その他では、スポーツが好きですね。

学生時代はサッカーをやっていました。ですか

ら、身体を動かすことは苦になりません。それ

にアメリカンフットボール等、観戦することも

大好きですよ。

一心理学の研究が実生活にどのような影響を

与えていますか ?

(山中)その質問をよく受けます。答えはいつ

も同じです。「何の影響も与えていませんJ。 あ

えていえば、自分自身についても、常に新し

い発見があるのですから、その自分が持つ他

者への印象は、全くあてにならないのです。他

者を自分の印象で半J断 したくないのです。

一ライフワークとして今後取り組みたいテー

マをお話しください。

(山中)やはり患者さんの痛みをやわらげてゆ

くという問題です。隠 者の痛みをどのように

視つめていったらよいか、また、心の痛みをど

のように視つめていったらよいか」等につい

て、啓蒙的な活動を行っていきたいと思って

います。

一どうも、ありがとうございました。

お話をうかがったのは、一日寺問足らずでし

たが、穏やかな雰囲気のなかにも、学問に対

する厳しさが秘められていて、時間の経つの

がとても早く感じられました。

1月 30日  山中先生の研究室にて



I.人の痛みをどう視つめるか?

人の痛みの持つ二面性

痛みは、視覚や聴覚と同じように、感覚の一種

として扱われることが多い。しかし、人の痛みを測

る場合には、他の感覚とは異なる事情があると考

えられている。一般に、同じようなl_4傷 を負って

も、痛みの感じ方は人によって違うものである。こ

こに痛みの特殊性が存在する。

例えば、日内炎ができたとき、ある人は大変痛

がる。しかし、ほかの人は平然としている場合があ

る。平然としている人にとっては、なぜそんなに痛

がるのか、理解できないことも多い。痛みが他の感

覚と同じであオllぎ、どの人も同じように痛みを感

じるはずである。しかし、痛みの感じ方は人によっ

て大変異なっている。このことから、痛みには二つ

の側面が関与しているといわれている 俵 1)。 その

一つは、痛みの知覚的側面である。ほかの感覚と

同様に、痛みを引き起こすような刺激を伝える神

経メカニズムの関与である。神経メカニズムにも

とづくと誰でもが同じように感じるであろうと思わ

オtる (図 1)。 もうひとつの側面として挙げられるの

は、感情的・情動的側面である。痛みに対してそ

の人が逃避したり、痛みを取り去って欲しいと望

むことなどが、痛みの感じ方に関与していると考え

られる。これらにもとづき、痛みの感じ方が人によ

って異なってくる。ほかの感党にはない、痛みの特

殊な二面性ということができる。

痛みを対象とした研究では、これら二つの側面

を踏まえた検討がなされる必要がある。痛みの知

覚的側面に注目した研究では、痛み感覚を引き起

こす刺激強度が操作され、痛みを感じるまでの痛

み発現聞値が研究対象となる。その除には、各人

が同じように痛みを感じる刺激である必要がある。

つまり、再現性の高い痛みが扱われることになる。

一方で、痛みの感情的・情動的側面に関しては、

その痛みに対する不1央感さや、どのくらい耐えら

れるかといった耐性が扱われる。人によって痛み

に対する態度が異なるために、痛みの耐性は不安

定なものといえる。

痛みは組織に何らかの損傷が生じるか、生じる

危険性がある場合に発現する。人の痛みを研究の

対象とする場合には、痛みの生じ方によって区別

されることが多い。一つには、身体の外側から与え

られた刺激によって生じる痛みである。こオll誦籠で

もが、同じように束1激を与えられ、感じることので

きる痛みということができよう。つまり、知覚的な

側面に重点を置いた研究である。研究室で痛みを

生じさせるような刺激を、実際に操作することが

可能であるため、実験的に痛みの測定ができる。こ

のような手続きによって、人がどの程度の刺激に

対して痛みを感じ、またどの程度まで刺激強度が

高まると而寸えられなくなるの

かなどが調べられる。このこと

は、ほかの感覚を対象とした

実験と同様の手続きで実験が

可能である。外側から与えら

れた刺激によって生ずる痛み

を測定するときには、被験者

が痛みを訴えている患者であ

っても、それは実験的な痛み

を測定していることになる。つ

まり、その人の痛みについて、

主に知党的側面が調べられる

ことになる。

痛みを対象とした研究の中

でもう一つの側面とは、患者

その人にしか感じられない痛

みをりF究の対象とするもので

ある。これは何らかの疾患に

より、患者が訴える痛みであ

り、忠者自身の内側に痛みを

生じさせる原因が存在してい

る場合であるёわれわれが、虫歯の痛みを訴える場

合がこオJこあたる。決して、他の人が代わることの

できない痛みであり、このような痛みを第二者が理

解したり、あるいは全く同じ痛みを追体験するこ

とは難しい。しかし、このような痛みに対しても、

いくつかの方法で、,員1定が可能であると考えられ

ている。患者の訴える痛みを測定することは、純粋

に臨床的な痛みの測定ということができよう。この

ことは、ほかの人にはわからない、その人だけの痛

みをどのように客観的に知り得るかという問題で

あり、患者をl141解 するためには、重要な意味をも

っている。

実験的に人の痛みを測る

実験的に人の痛みを測る場合には、まず、与え

られた刺激の中で、どのくらいの強度の刺激を、そ

の人が痛いと感じるかを調べる。こオllま痛みの束」激

弁別関値と呼ばれ、痛みの知覚的な側面である。

また、痛いと感じた刺激を、どのくらいの強さにな

るまで耐えられるかが調べられる。これを痛みの耐

性と呼び、感情的・情動的側面の関与が大きい。

つまり、痛みの実験的な減1定では、刺激弁別関値

と耐性がそれぞれ則られることになる。実際に痛み

を測定する場合には、痛みを生じさせる刺激の強

度や、被験者が痛みを感じるまでの時間 (潜時)

が、痛みを知る手ll卜かりとして用いられる。

しかし、実際に人に痛み刺激を与え、その反応

を測定するときには、その人を傷つける可能性が

ある。そのため、実験的に人の痛みを測る際には、

次のようなことが注意点として考慮される必要が

ある。

●痛みを測定するための条件 は田1990)

①被験者に実質的損傷を与えないことが望まし

く、潜在的損傷の範囲で測定するのが理想

的である。しかし損傷を生じる可育レ性がある

ときでも、これを最小限に止めなくてはなら

ない。

②被験者がいつでも刺激を回避できるような実

験条件を設定しなければならない。

③測定の対象となる刺激のパラメーターが痛

覚と無関係であってはならない。

④測定法に再現性があって、同一条件で反復で

きなければならない。

⑤刺激強度を痛覚弁別聞よりも高い精度で測定

できなけれはならない。

⑥操作が簡便であることが望ましい。

⑦測定に用いる刺激によって生じる痛覚が曖昧

であってはならない。

現在、このような条件を満たず則定法は少ない。

われわれの研究室では、このような条件を考慮し

つつ、輛lll熱刺激による痛みの測定法と冷水によ

表 1 疼痛の二面性

知覚面 感情面

強さ

疼痛聞値/発現
同定/局在
再現性

不快感

逃避閾値/耐性
反応

多変性

伝達路 才印市り屁各

中 脳

脊髄視床路

延  髄

伝達路 :神経終末から脊髄―延髄―中脳―視床一大脳と上向する

抑制路 :大脳及び視床下部から下向し、脊髄レベルで痛覚伝達路を抑制する

図1疼痛の伝達と抑制に関与する神経路



る痛みの測定法の 2種類を用いて実験をおこなっ

ている。

ドロリ。メーター法

幅射熱を痛み刺激として用いる。前腕内側面に

輻射熱を照射することによるもので、始め暖かい

刺激が、痛いと感じる時点 (闘値)と耐えられな

くなって手を離す時点 (耐性)によって、痛みれ則

定される。輻射熱刺激を与えてからの時間を、実

験者がストップウォッチによって測る。痛みを測る

ということは、被験者が痛みを感じる、あるtヾま耐

え切れなくなるまでの時間を測るということにな

る。一般的に、ドロリ・メーターで痛みを感じるま

での時間は、数秒の単位である。そのまま続けると

火傷の恐れがあり、制限時間を設けて実験を終了

するのが普通であるc輻射熱の刺激による痛みの

測定では、同一被験者で何度測定しても、同様の

結果が得られ、信頼性が高いといわれている。

コールド・プレッサー法

恒温槽で約4℃に保たれた冷水を痛み刺激とし、

手に感じる冷たさが、痛みに変わる時点 (閾値)

と、耐えられなくなる時点 価寸性)までの潜時によ

って痛みを測定する。しかし、冷水痛の場合、痛

みのピークを過ぎると何も感じなくなってしまうこ

とがあり、また、動機・認知的次元の影響を受け

やすいともいわれている。そのため信頼性は低い。

このような問題点はあるが、痛みに対する感情的・

情動的側面の関与について、多くの情報を与えて

くれる可能性をもっていると考えられる。

われわれの研究室では、これらの装置によって実

験的な痛み刺激を与えた場合、どのような条件で

痛みの感じ方が変化するかについて調べている。本

来、人の痛みの感じ方は、さまざまである。しか

し、そのさまざまな中にも、その人の性格特徴や、

その人がおかれた状況などが、痛みに影響すると考

えられる。特に、ストレスを感じるような状況下

で、痛みの感じ方が変化する場合も指1商される。例

えば、視覚的な情報の入力を極端に少なくした状

況で、輻射熱痛と冷水痛に対する反応が、どのよ

うに変化するかを調べてみると、幅射熱痛におい

ては耐性が明らかに上昇した。しかし、閾値に関

しては、上昇した場合と変化しない場合の二つの

パターンがみられた。このことは、設定された状況

によって、何らかの心理的な変化が、痛みの耐性

を引き上げた可能性を示しているものと考えられ

る。一方、冷水痛では、耐性、関値とも変化はみ

られなかった。これらの結果をF沓まえて、幅射熱痛

と冷水痛による痛みにはどのような違いがあり、ま

た、その時の心理にはどのような違いがあるかにつ

いて、検言Jしていくことは興味深い。

臨床場面で人の痛みを測る (ために)

実験的に痛みを測定する場合には、被験者が痛

みを感じたり、痛みに耐えられなくなるまでの潜時

を、その人の痛みの指標として扱う。しかし、実際

の生活の中では、われわオJま言葉によって、自らの

痛みを他者に伝えるものである。特に、身体の内

側から生じた臨床的な痛みについては、言葉が手

掛かりとなることが多い。そのため、臨床的な痛み

を測定する場合には、言葉に注目した研究がおこ

なわれている。人が痛みを感じたとき用いる言葉の

特徴には、次の二つの次元の表現があるといわれ

ている lVIelzack&Torgeson,1971)。

①痛みの体験の感覚的性質を時間、空間、圧力、

温度その他の属性に関して記述する単語 (感

覚的表現)

②痛み体験の情動的性質を緊張、恐怖、自律機

能の属性に関して記述する単語 は情的表現)

③痛み体験全体に関する主観的な総体としての

強度を記述する評価に用いられる単語 信平価

的表現)

われわれは、研究室で扱っている実験的な痛み

についても、言葉によってどのように表現されるか

検討している。その結果、 lrl射熱痛に対する言葉

の用いられ方のパターンは 同 り`ひり」「ちくちく」

が多tヽ。そオtllこ対して、冷水痛では「ずきずき」「き

がんがん

ずきずき

きりきり

ひりひり   じんじん

図2 輻射熱痛パターン

●●痛みとストレス

りきり」「じんじん」などが多く発せられていた (図

2、 3)。 これらは、痛み体験の感覚的表現のみの次

元であるが、痛み刺激の種類が異なれば、当然用

いられる言葉にも違いがあることを示している。痛

みに対する言語反応の中で、どの次元の、どのよ

うな種類の言葉を、患者が用いているかについて

分析・検討することによって、痛みを訴える忠者

の抱える問題を明らかにすることができると考えら

れる。このような分析に基づき、患者への適切な援

助が期待できるのである。

また、実際に痛みをnlFえ る患者の心理 。社会的

側面についての検討もおこなっている。その結果

は、痛みがひどければひどtヽまど、生活に支障がき

たされている具合いが大きい。しかし、痛みを訴え

る忠者の抑うつ感は、痛みのひどさが直接影響し

ているものではなく、生活に支障がきたされている

具合いによることが明らかになった 図 4)。 このこ

とは原因疾患とは別に、痛みそのものがその人の

生活に大きな影を落とし、治療の対象とすべきも

のであることを示している。人の痛みを測ること

は、その神経メカニズムを明ら力ヾこすることのみに

限らず、心理・社会的な側面への影響も含め、痛

みの世界を解明する第一歩であり、重要なテーマ

であると考えている。

がんがん

ひりひり   じんじん

図3 冷水痛パターン

＼
抑うつ感

図4 痛みのひどさ、生活に支障がきたされて
いる具合、抑うつ感の関連について

メーター法



1日のうちでどの時刻が最も痛いのか?

痛み知覚の国内変動

痛み知覚というものは一日を通じて一定ではな

く、日内変動のあることが示されている。

既に、活動性、睡眠一覚醒、体温、内分泌系な

ど、生体のさまざまな生理的現象に24Π寺問前後の

リズムがあることが知られている。これらのリズム

は、生体に内在する自律性oscllatorか ら発信され

る時刻情報の表現であり、その中枢はSCN(視床

下部視交叉 L核 :suprachね smaic nucleus)であ

るとさオしている。

この、24時間前後の周期をもつ内因1性の生体

リズムを 'c・ irca"《 まぼ)、 “dies"(――日)と いうラ

テン語に基づいて概ロリズム にircadhn rhメhm)

という。Illロ リズムを駆動する振動子 6sttlator)

は生体の内部にあり、その主たる機能力湘寺刻の認

識であることから、生物時計、内因性時計とも呼

ばオしる。

われわれの研究室では、内因性概ロリズムが痛

み知党の目内変動とどのように関わっているのか

について注目している。今日までに報告されてきた

痛み知1党の日内変動に関するり「究では、慨して、

p南み」にウェイトがおかオιることが多く、‖寺
「
Fll生

物学的観点から、既ロリズムそのものと痛み知覚

の関係にまでP4iみ込んで検言Jがなされた研究はほ

とんどなかった。

そこでわれわれは、先行研究に於いて示された

知見を基に、時間4二物学的観点からより厳密に、

内因性概ロリズムと痛み知党の関係について検言1

している。以下に研究成果の一端を示したい。

われわれの最初期の実験の第一の目的は、マウ

スの痛み知覚の日内変動を、時間生物学的方法論

の下で、より厳密な実験手続きによって確認し、測

定方法を確立することであった。

痛みの測定にはホットブレート法
★を用い、痛み

指標として跳躍反応を採用」した。Jilみ知党の日内

変動を測定するにあたっては、2時間間隔で241キ lul

にわたって、同一被験体を用い連続測定した。

(■■Ю       12“ X,    18KX)   (X100 (14■ X)
lnlc o「 da)(hrs)    t‖ 」ゆ

図1 マウスの痛み知覚の日内変動c矢印は測定
第 1回 を示す.

本実験では、異なる時亥1(04:00/16:00)に

測定が開始された。その結果、測定開始時亥1に関

わらず、痛み知党のH内変動に同様のパタンが示

された G図 1)tこの変動のパタンは、測定を2サイク

ル 148hrs)お こなっても同様の結果であった。

これらの結果から、マウスのホットプレート_L

に於ける跳躍反応には明確な日内変動があること

がり1ら かになった。また、跳躍反応の日内変動を

駆動する内因性 llJtロ リズムは、測定開始時亥」が

異なっても変わらないことが示された。従って、

先行研究で示されたマウスの痛み知党の日内変動

は、本研究室に於いても同様に確認された。

時間4i物学的研究法のひとつに、飼育環境の

LD(lighidark)サ イクルを操作し、その後、対象

となる指標が、操作されたLDサ イクルによりどの

ように変化するかを分析するという方法がある。

わオ1われの研究室では、通常、実験動物をLD:

12-12:light on 06:00‐ 18:00の H賀明条件で食司手デし

ている。異なるLDサイクル下で飼育し、その後、

痛み知党の日内変動を,11定することによって、痛

み知党の日内変動に対する内因性慨ロリズムの影

響について検討することができる.

測定時の照明条件については、飼育環境に於

けるH吉期に該当する時間帯の1照明が痛み矢Π党に影

響することが知られている。そのため、ここでは、

全測定は赤色照llH 6・ed photosafe bul)s)を 用い

た ll常赤色薄明条件下で施行された。

その結果、異なるLDサ イクルであった全ての

セッションに於いて、被験体の痛み知党の国内変

動のパタンと、先行する飼育環境のLDサイクル

との間に、一定の関係が示された (図 2)。 また、

このパタンは、前項で明らかになったバタンと同

様のものであった。本実験に於いては、全てのセ

ッションに於いて、痛み知党の日内変動の測定は

1貢常環境 ドでなされた。このことから、痛み知覚

の日内変動は、先行するLDサイクルに同調した

内因′円:慨 ロリズムに規定されたものであることが
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ホットプレー ト式鎮痛効果測定装置

四方を高さ25cmの 透明アクリル板に囲まれた、縦20cm× 横25cmの鉄板からなる。鉄板は予め熱せられ

覚とする。痛み指標としての被験体の反応には、左右いずれかの後肢を嘗める ●hd paw‖ ckng response)、

図2 異なるLDサ イクル下で飼育したマウスの痛み知覚の日内変動

(本実験では50± 01℃ )、 その上に被験体が乗せられてからの反応潜時 を以て 痛み知

左右両方の後肢が同時に鉄板表面から離れる OumⅢ ng response)な どが用いられる。
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痛み知覚の国内変動を駆動する

中枢機序

強く示唆された。

光束1激は、直接、概ロリズムの中枢であるSCN

に影響を及ぼす(松果体の主要な産生ホルモンで

あるメラトニンは、SCNを介してIllロ リズムに作用

していることがりJらかにされた。また、メラトニン

国時期に産生されるが、暗期に光を照射すると、そ

の合成が顕著に抑制lさ れる。一方で、痛ふ知覚に

関しては、メラトニンに銀痛作用があることが示唆

されている。それゆえ、メラトニンは時差ボケや痛

みに有効な ‖

"(の

ホルモン」などと喧伝された。

以上の知見は、光束1激、SCN、 松果体、メラト

ニンが、痛み知1党、および、その国内変動に対し

て、相互作用をもちつつ機能している可能性を示

唆するものである。そこで、われわオllま、,11定時の

照明を操作し、中枢松果体メラトニン系の痛み知

党の日内変動に対する影響を検討した。

木実験に於いては、飼育環境の暗卿Jに該当する

時間帯に蛍光月による!照明下で測定をおこなった

亀無 goupと 、1司時|‖1帯に1℃d pholosafe bulbsを 用

いて照明の統11を おこなったphotOsafe glotlpを 設

定した。痛み知党は、ホットブレート法によって測

定された。それぞれの測定には別個体が用いられ、

3時間間隔で冽時間にわたって、痛み知党の目内変

動が測定された。

飼育環境の時期に該当する時間帯に於ける両群

の反応潜時のパタンを比較すると、photosafe youp

Ollilld pa、 v LclKing responseに 1邸音中1期に力ヾすてal■
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，
，
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図3 異なる照明条件の下に測定されたマウスの痛み知覚の日内変動

昇が示されたが、地付 glЮupにはこのような変動は

認められなかった (|ヌ 13)。 これは、lghtgЮupでは、

Hξ明により松果体に於けるメラトニン産生が抑制

された結果であると考えることができる。従って、

本実験結果は、暗卿1の photosafe groupの licking

“
spOnseの 変動に、中枢松果体メラトニン系が影

響を及ぼしていることを月゙唆するものであったとい

える。

一方で、本実験の)りL躍反応の日内変動について

検言Jすると、そのパタンは、これまでのわれわれの

研究に於いて示されてきた日内変動のパタンとほ

ぼ同様の傾向であり、lclKing Кsponseと は対照的

な結果であった。指標間に異なる日内変動が示さ

れたことから、痛み知1党の日内変動を駆動する中

枢機序として、異なるメカニズムの存在を想定す

る必要がある。

痛み知党の発現については、内因性中枢オピオ

イド系が大きく関与することが明らかにされてい

る。木研究に於いて恒11環境下に減1定 された

"ヒ

躍

反応の日内変動のパタンは、企実験を通じて、明

期後半から暗期直前に1設高llを示した。中枢オピ

オイド系の活性は、り1卿l後半から晴期にかけて昂

進することが知られている。こオuま、本研究に於い

て認められた行ri7J上の日内変動のパタンと一致す

る。従って、本研究に於いて示された跳躍反応の

国内変動には、内区1性中枢オピオイド系の活性の

日内変動が関与している可能γLが考えられる。

◎⑬痛みとストレス



Ⅲ.ス トレスと内因性オピオイド

内因性オピオイドとは?

脳内麻薬あるいは脳内モルヒネという言葉が使

われるのをよく耳にする。われわれの研究室では

この通称脳内モルヒネとストレスとの関連を、テ

ーマのひとつにしている。脳内モルヒネを、より

専門的な言い方で言うと内因性オピオイドにな

る。内因性オピオイドとは、生体内にあってモル

ヒネ様の薬理作用をもつ一群のペプチドの総称

で、その発見の歴史は1973年にさかのぼる。つま

り、この年にモルヒネと結合する受容体が脳内に

存在することが報告され、以来この受容体と結合

する生体内物質の存在が考えられてきた。そして、

その後ブタの脳からエンケファリンとよばれる内

因性オピオイドが単離され、続いて今日もっとも

知名度が高いエンドルフィンが単離された。エン

ドルフィン (endoThin)、 すなわちendogeneous

molphineで ある。

それでは、これらオピオイドがどこに存在する

のかということだが、主に中枢神経のニューロン

内に含まれ、脳内分布としては視床下部に多く含

まれる。この他、末梢神経系 0易管、神経節)に

も含まれるが、血液脳関門を透過できないため、

脳と末梢のオピオイドは互いに移行しにくい。

内因性オピオイドが、生体内に備わる鎮痛機構

において中心的な働きを担っていることは、モルヒ

ネのもつ強力な鎮痛作用からも容易に予測されて

いたことであるが、のちに鎮痛だけでなく神経伝達

物質として、多彩な働きをもつことが知られてき

た。特にストレスとの関連が注目されている。

生体がある種のストレスにさらされた時、スト

レス鎮痛と呼ばれる痛み抑制がおこる。Akil etal

(1976)は、電気ショックを被験動物に与えるこ

とによって痛み聞値が上昇し、そオuこ伴い脳内の

オピオイドレベルも上昇していることを報告した。

これがストレス鎮痛の最初の実験的研究である。

ストレスにより脳内麻薬が動員される。このこと

は痛みをやわらげるだけではなく、内因性オピオ

イドが中枢に作用する結果、モルヒネ同様の多幸

感、洸惚感が出現する (この多幸感、悦惚感がモ

ルヒネ嗜癖を生む原因である)。

ストレス鎮痛の研究は、その端緒からして鎮痛

という現象がまず注目された。しかし最近は、い

ま述べたような内因性オピオイドの持つ中枢への

作用が注目されている。多幸感、悦惚感が精神の

緊張状態をやわらげ、ストレスを緩和すると考え

られるのである。

ストレス鎮痛という現象は、日常的な場面で1列

を挙げるとわかりやすい。たとえば、最近よく耳

にするランナーズ・ハイと呼ばれる現象は、マラ

ソンあるいはトライアスロンといった過酷な運動、

つまリストレス負荷が生み出したストレス鎮痛の

ひとつである。ランナー達は行程のある時点から

苦痛を通り越してある種の多幸感、気分の高揚を

感じると報告している。また、もうひとつ特殊な

環境下でおこる例として、宗教の「行」がある。

修行をおこなう者は、自らの身体を断食などによ

って過酷な状況に追い込むことにより、宗教的な

体験をめざそうとする。この場合、孤独な環境で

あることから感覚遮断の状況が生まれ、幻覚がひ

きおこされることも知られているが、そこに身体

的な苦痛が加わってオピオイドによる多幸感ある

いは洸惚感を感じる。感覚遮断による幻覚とオピ

オイドによるストレス緩和作用の結果である
′
洸惚

感が宗教体験の正体である、といったら差し障り

があるかもしれないが・・・。

われわれの研究室では、10年程前からストレス

鎮痛をテーマにした研究をいくつかおこなってき

た。対象は動物 (ラ ット、マウス)がほとんどで

ある。そのいくつかを紹介しようと思う。

動物を被験体にした研究では、四肢に与える電

気刺激、食物剥奪、拘束、回転、強制水泳など

がストレスとして用いられる。中でも、電気刺激

はその強さなどのパラメーターの操作が簡単にで

きるため、もっともポピュラーである。そして、パ

ラメーターの違いによって、賦活される鎮痛系が

オピオイド系であるか非オピオイド系であるかが

きまる。どちらの鎮痛系であるかはオピオイド措

抗物質であるナロキソン、ナル トレキソンなどを

前投与し、鎮痛が消失するか否かによって知るこ

とができる。

最近では、鎮痛だけでなく、オピオイドのスト

レス緩和作用に注目した研究も多く報告されるよ

うになってきた。その中で、ラットやマウスなど

の書歯類が発する超音波をストレス指標とした研

究を次に紹介しようと思う。例えば、新生児ラッ

トは母親から分離されると30～ 501CHzの周波数

で、いわゆるisolatiOn callを 発する。成体ラット

についてもさまざまな状況下で、その状況特有の

周波数の発声をする。そのうち22KHz付近の周波

数は、闘争場面で降伏したとき、電気ショックを

受けたときなど、その個体にとって嫌悪状況にお

かれたとき発声がみられることが知られている。

つまり、22KHz付近の超音波発声は、ある種のス

トレス事態とそオLlこ伴う個体の内的状態に対応し

ている可能性が高い。われわれの研究室でおこな

った2種の抗不安薬投与の実験では、ラットに於

けるフットショック誘発性の221KHz超音波は、セ

ロトニンのparlial agonistで あるプスピロンによっ

て用量依存的に抑制されたが、ベンゾジアゼピン

系のクロルジアゼポキサイドによる効果は認めら

れなかった (図 1、 図2参照)。

超音波発声の不安モデルあるいはストレス指標

としての妥当性には、まだ検討の余地が残ってい

るが、次のような味覚に関連した実験もある。

０
い
０
一Ｃ
０
０
」０
０

5mg

図 1フットショック誘発性超音波発声に及ぼす、ブスピロン

投与の効果 (ベースラインの発声を100と して)

lmg   dis‖ l water

０
い
０
だ
０
９
０
Ｑ

5mg

図 2フ ッ トショック誘発性超音波発声に及ぼす、クロ
ルジアゼポキサイ ド投与の効果 (ベースラインの発

声 を100と して)

1mg distil.water

甘みと内因性オピオイド

Blass era1 0987)は 、母子分離というストレス

によって生じる超音波が、ショ糖溶液の摂取によ

って減少することを示す実験をおこなった。その

結果、生後10日 のラットにショ糖溶液を摂取させ

た群は、精製水を与えた群より母子分離の超音波

発声が有意に抑制され、同時に痛み反応も有意

に抑制された。さらに彼らは、この結果がオピオ

イドを介したものかを検討するためにナルトレキ

ソンを前投与したところ、発声の抑制と鎮痛のい

ずれもが消失した。つまり、鎮痛のみならず、新

生児ラットにとって母子分離という重大なストレ

スに対する緩和作用にもオピオイドが関与してい

ることが示唆されたのである。さらに興味あるこ

とは、オピオイドを賦活するのがショ糖溶液とい

うきわめて身近にあるものだという点である。カ

オピオイドのストレス緩和作用
～ストレス鎮痛



ニューレから与えられるショ糖溶液は、測定まで

の時間的な要因から、血中に入ってその作用を及

ぼすとは考えにくく、ショ糖溶液の甘味そのもの

がオピオイドを賦活するのだろうと彼らは考察し

ている。

ヒトの新生児を対象とした実験が、1997年の

Painと いう雑誌に掲載された。子どもが痛みを訴

えているとき、お菓子を与えるわれわれの習慣が、

単なるその場しのぎではなく、実は大変理にかな

ったことなのだと思わせるような、報告である。

JOhnStOn etal a997)は 、未熟児電 まれてしまっ

た生後10日以内の新生児に対し、足の踵からの採

血の直前にショ糖溶液を一滴舌の上にたらして採

血時の表情をⅥ限に収録した。その結果、ベース

ラインに比較してショ糖溶液を舌の上にたらした

群の方が、精製水をたらした群より有意に表情の

変化が少なかった。痛み刺激直前の甘味刺激が鎮

痛効果をもたらす結果になったのである。

これら二つの報告から、いままで考えられなか

った甘味という味覚刺激とオピオイドそしてスト

レス緩和というつながりが示唆された。子どもは

甘いお菓子が好きである。大人になるにつれ、そ

の嗜好はそれぞれに違いが出てくるのだが、ラッ

トやマウスも、甘味に対する嗜好は生得的に強い

ようである。甘味とストレスについての最近の研

究は、ヒトも動物も新生児期や幼児期の個体を対

象にした実験である。甘味、オピオイド、ストレ

スという図式は大人にはあてはまらないのであろ

うか。

われわれの研究室で、卒論生がこのテーマを取

り挙げて実験をおこなった。8週齢と4週齢のラッ

トを用い、ショ糖溶液と水を摂取させた後にtall

nick法で痛み反応を測定した。ta11■ick法は、被

験動物の尻尾に輻射熱を与え翻尾反射がでるま

での潜時を測定するという方法である。その結果、

4週齢のラットにのみ、ショ糖溶液を摂取した群

に有意な鎮痛が認められた (図 3、 図4参照)。 個

体の週齢あるいは年齢が、重要な要因なのかもし

れない。

甘味を感じること、それが甘美な体験につなが

る。これはちょっと興味をそそられるテーマでは

ないか、これからもわれわれの研究室の1テーマ

tall‐f‖ ck法

として、ストレスと内因性オピオイドの関係を追

っていきたいと思う。

以上を概括してあらためて想うのは、われわれ

の研究が末期がん患者の疼痛対策というきわめて

現実的で臨床的な問題をきっかけに、痛みそのも

のの生理的メカニズムを実験的に追求するという

実証的な方向に流れてきたということである。こ

の流れは多くの心理学者が実験から臨床へ、基礎

から応用へ歩みを変えていくのと逆である。痛覚

そのものは原始成覚といわれ、他の感覚にくらべ

ると素朴で単純なものとされている。しかし、素

朴で単純であるということは生き物の根源につな

がっているはずであり、その素朴で単純なものす

ら明らかにされていない現在、われわれはまだま

だ今のような研究を続けていかなくてはならない

であろう。そしてそのことが痛みのケアを必要と

するホスピスやターミナル・ケアにいずれの日に

か役立つであろうと思っている。

図 34週齢ラットにおけるショ糖溶液および精製水摂
取後の画卜1にk潜時。

図48週齢ラットにおけるショ糖溶液および精製水猥
取後のtJ卜 1にk潜時。

●●痛みとストレス
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上智大学・学部学生数 10,083名 上智大学 。大学院学生数 935名 上智大学・教員数 154名

理工学研究科学生数  前期  後期  合計 理工学部教員数  教授  助教授 講師  助手  計

機械工学科

電気・電子工学科

数学科

物理学科

化学科

368

383

193

226

382

3R

6

24

ll

機械工学専攻

電気・電子工学専攻  83
応用化学専攻

化学専攻

数学専攻

物理学専攻

生物科学専攻

機械工学科     1■

電気・電子工学科  9

数学科

物理学科

化|´不斗

生命科学研究所   6

14      33

12      26

9      23

11      24

12      3■

4     1■

1552名   計 274名 5ヽ 名 11名   62名   154名
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機械工学科
教員名 主な研究テーマ

教

教

授 。林邦夫

授・末益博志

①複合材料構造

②薄肉構造の座屈および振動

③構造物のランダム振動と衝撃応答

教 授・曽我部潔
助教授 。嘩道佳明

①免震・防振装置の研究

②機器・配管系の耐震設計

③マルチボディシステムのダイナミクスと制御

④機械振動におけるパターン形成現象の解明

助教授 。吉田正武

①内燃機関における熱伝達の研究

②燃焼空燃比および吸入空気量の計測法

③乱流火災体の構造と消炎

教

教

授 。高橋浩爾

授・池尾茂

①流線座標による流れの解析

②油圧、空気圧、水圧サーボ系への現代制御理論の応用

O油空圧システムのシミュレーション

教 授・清水伸二
助教授・岡部員幸

①精密機械の性能評価法

②知的生産システム OMS)|こ おける要素研究

③工作機械の超高速化、高剛性化、複合化技術の開発

④熱変形フリー精密機械構造に関する研究

教

教

講

授・田村捷利

授・武藤康彦

師・笹川徹史

①適応制御系の設計理論および実験的研究

②多変数制御系の設計法

③H∞制御系の設計および実プラントヘの応用

④確率システムの解析と制御システムヘの応用

教

教

授 。大久保忠恒

授・野末章

①チタン合金の破壊特性改善に関する研究

②粉末成形した先端材料の力学特性の評価

③先端材料の破壊過程の電子顕微鏡内でのその場観察と画像処理

④材料挙動のシミュレーション

助教授・石塚陽

①輸送システム・生産システムの計画と解析

②数理計画法

③待行列システムとその応用

教

講

授・伊藤潔

師 。田村恭久

①応用人工知能。各種エキスパートシステム

②図面自動処理

③ソフトウェア生産技術

④ドメイン分析。モデリング

電気・電子工学科
教員名 主な研究テーマ

教 授・服部武 移動通信、モバイルコンピューティング、パーソナル通信、通信網、無線システム

教 授・金井寛 医用生体工学・電気応用計測

教 授・加藤誠巳 画像 。CG・ 音声・ニューロ。AI・ ファジィ。経路探索・インターネット

教 授・川中彰 画像情報処理、パターン認識 。理解

教 授・金東海 パワーエレクトロニクスと制御

教 授・岸野克巳 半導体レーザ、光集積デバイス、超薄膜半導体工学

教 授・中山淑 医用生体工学

教 授・小関健 光通信 。光回路・非線形光学 。光交換システム・光ネットワーク・量子光波工学

教 授・庄野克房 集積回路に関する研究

教 授・田中衛 計算機応用、CAD、 ニュー日、非線形情報処理、網膜の情報処理に関する研究

教 授・吉田裕― 信号処理、音声認識

助教授・下村和彦 光インターコネクション、光電子集積回路、光制御デバイス、半導体結晶成長

助教授 。高尾智明 超伝導マグネット技術、電力用超伝導機器、新機能極低温材料

助教授・田中昌司 脳のアーキテクチャと動作原理、前頭前野機能回路システム、ワーキングメモリ

講 師・荒井隆行 信号処理、音声言語情報処理、聴覚情報処理

講 師 。炭親良 医用生体工学、可視化情報学

11
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数学科
教員名 主な研究テーマ

教 授・金行世二 階別リー環に伴う幾何学

教 授 。加藤昌英 複素多様体の幾何学的構造

教 授・長野正 対称空間に関する研究

教 授 。大内忠 複素領域における偏微分方程式

教 授・彼田健― 代数群と有限群の表現、代数的組み合わせ論

教 授・田原秀敏 特異点をもつ偏微分方程式の研究

教 授 。内山康― 微分方程式の漸近的方法による研究

教 授・和田秀男 整数論、コンピュータによる整数論

教 授・横沼健雄 群とリー環

助教授・谷口肇 微分可能多様体の不変量

講 師 。中島俊樹 量子群、量子展開環

講 師・横山和夫 組合せ位相幾何学

講 師・吉野邦生 解析汎関数の研究

物理学科
教員名 主な研究テーマ

教 授 。Lボーステン 物理計測学

教 授 。伊藤直紀 宇宙物理学に関する理論的研究

教 授・関根智幸 光物性および固体物理学に関する実験的研究

教 授 。清水文子 レーザーおよび量子エレクトロニクス

教 授・清水清孝 原子核物理学に関する理論的研究

教 授 。田中大 電子ビームによる原子・分子・固体表面

教 授・山本祐靖 素粒子および原子核実験

助教授 。江馬―弘 超高速領域の光物理学

助教授 。後藤貴行 超伝導体におけるNMR

助教授 。大槻東巳 固体における輸送現象の理論

助教授・笠耐 物理教育

助教授・坂間弘 表面界面物理学の実験的研究

助教授・高柳和雄 凝縮系物理学に関する理論的研究

助教授・脇谷―義 原子分子物理学に関する実験的研究

講 師・桑原英樹 酸化物結晶における電子物性

う
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化学科
教員名 主な研究テーマ

教 授 。FSハ ウエル 溶融塩の電気的性質と構造

教 授・猪俣忠昭 気相反応の速度定数の測定 。機構

教 授・栗栖安彦 複合試剤を用いる炭素―炭素結合生成および酸素酸化反応

教 授・向田政男 特異な機能をもつ錯体の生成機構および物性

教 授・緒方直哉 インテリジェント高分子材料の合成と性能評価

教 授 。大橋修 分子構造

教 授 。大井隆夫 同位体化学・地球化学

教 授・岡田勲 計算化学による材料設計

教 授 。讚井浩平 新しい分子複合材料および機能性高分子に関する研究

教 授 。瀬川幸― 高機能不均―系触媒の設計と評価

教 授・清水都夫 金属錯体の合成および電子移動反応

教 授 。杉森彰 有機光化学、有機金属錯体の合成 。構造・物性 。反応

教 授・土屋隆英 タンパク質の働 きに関する研究

助教授・池内温子 金属錯体の溶液化学、電気化学的方法による拡散係数測定

助教授・板谷清司 セラミック用高純度金属窒化物、酸化物粉体の調製と焼結性の評価

助教授・梶谷正次 有機光化学、有機金属錯体の合成 。構造・物性・反応

助教授 。小駒益弘 低温プラズマを用いた固体の表面処理および機能材料合成

助教授 。酒泉武志 不安定分子の生成とその分子構造およびその生成機構

助教授 。田宮徹 蛇毒タンパクをコードする遺伝子の解析

講 師・遠藤明 金属錯体の合成、反応、機能、および電子移動

講 師・増山芳郎 金属錯体触媒の倉1製と有機合成反応への応用

講 師・恩田正雄 ファンデルワールス錯体の構造

講 師・陸川政弘 機能性高分子材料の合成と電気的・光学的物性評価

生命科学研究所
教員名 主な研究テーマ

教 授 。青木清 動物行動発現に関する神経生物学的研究

教 授 。井内一郎 受精膜形成機構

教 授 。熊倉鴻之助 神経伝達物質放出の分子機構と細胞内調節に関する研究

助教授・千葉篤彦 脊椎動物の生物時計に関する神経生物学的研究

助教授・牧野修 DNA組換えに関する酵素・蛋白質の構造と機能

助教授。乗越皓司 霊長類の社会構造の進化に関する研究

助教授・笹川展幸 細胞内情報伝達機構

講 師・小林健―郎 両生類変態の生化学
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TADAIMAKENKYUCHU

光ファイバ通信技術は現代の情報化社会を支

える重要な技術となっていますが、これは光ファ

イバはもとより、半導体レーザ、光変調器、光検

出器等の光デバイスの高性能化によって実現され

たと言って良いでしょう。

われわれの研究室では次世代の光通信システ

ム、光情報処理システムのために、光の持つ「時

間」「空間J「波長」という3つの特長を最大限利

用 した機能デバイスについて石升究を行っています。

一口にデバイス研究と言っても、理論的検討、設

計 (数値計算)か ら始まり、ウエハ成長 (化合物

半導体結晶、Ga nAsP/nP多 重子丼戸構造等)、

製作 (電子ビーム露光、光露光によるパターン形

成、エッチング、電極形成、マウント)、 測定 (電

子顕微鏡測定、電圧電流預J定、光スペクトル測

定、出射光強度測定)ま でありますが、当研究室

では会社では何十人もの手を渡る工程を努力次第

では一人ですべてできる環境を整えていますcそ

して、こうした一連の過程を身をもって体験する

ことにより、工学的センスを磨くことを研究・教

育の方針としています。

以下具体的な研究内容についてご紹介 したいと

思います。

光を集積回路の中に持ち込む一光制御FET―

コンピュータの心臓部であるCPUは大規模集積

回路からできていますが、その回路の大半はトラ

ンジスタ同士を結ぶ配線で占められています.し

かしこの配線が長くなると信号の伝送時間が遅く

なり、また消費電力も大きくなってしまいます。

そこでこの配線を光で置き換えようという技術が

提案されていますcわれわれはその一つの素子と

して光でトランジスタを動作させる `勧1制御FET"

を提案、試作していますcこ れにより集積回路間

の通信をチップ間の立体的な光通信にすることに

より、「時間」「空間」軸を有効に使用 しようと考

えています。

光をオン、オフする一光スイッチー

光ファイバ通信ではすべて光で情報が伝送され

ているのでしょうか ?否です.実 は電話でいうと

ある人とある人を接続する「交換」というところ

では一度光の1青報が電気の情報に置き換えられ、

電気の情報が「交換」され、そしてまた光の情報

に戻されて伝送されています。これは光のままオ

ン、オフするような光スイッチが無いためです。

光スイッチを開発すれば光交換が可能となり、シ

ステムが大幅に簡略化できます。われわれは半導

体の屈折率を階段状に電気的に変化させて光の

進行方向を偏向させる新規な半導体光スイツチの

開発により「空間」軸を最大限に利用しようと考

えています。

光の色を変える一波長変換器―

光の色 (すなわち波長)は光が持つ大きな特長

の一つですが、この色を変えて同時に光ファイバ

の中を通そうというのが波長分害」多重通信という

ものです。これにより扱える情報量は飛躍的に大

きくなりますが、そのためには色を変化させる波

長変換素子が必要となります。われわれは波長変

換素子の高性能化のために、人工的な半導体材

料 (低次元量子丼戸構造)の結晶成長、その光

物性の解明を行い、「波長」軸の大幅な拡大に挑

戦 したいと考えています。

次世代デバイス研究
助教授 下本寸 不日彦

‐
ま

嘔
習
重
丁

・ノ

結晶成長装置操作盤

半導体光スイッチのパターン
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マルチメデイア移動方式の研究
教授服音5 武

移動通信は自動車電話、携帯電話、PHSに代

表されるように、移動しなから通信を可能とする

ものです。携帯・自動車電話の日本の加入数は

2800万加入を超え、PHSも 95年の導入から3年足

らずで700万加入を突破しました,両者を合わせ

ると3500万加入を超え、固定電話の1/2を 越え

ています。世界的にも同様な傾向であり、まさし

く爆発的な伸びを示しています。現在のサービス

は音声を中心とする移動電話ですが、今後はデー

タ、画像等を含めたマルチメディアの提供が必須

となります。即ち、究極的には、「いつでも」、「ど

こでも」、「誰とでも」に加えて、「どんなメディア

でも」、「自分の好きなように」を実現することがね

らいです。移動通信は伝送媒体として電波を使用

し、しかも適合する周波数は数GHz以下であり、

周波数の有効利用およびシステムの経済化、大容

量化が極めて重要です。これは最終的には一人一

人がサービスを受けられることがねらいとなるため

です。

当研究室では次世代の移動通信の実現に向け

て、マルチメディアモバイル通信 (MMC)を標語

に最新の技術研究のテーマを設定して取り組んで

います。具体的には、モバイルコンピューティング

のためのプラットフォーム作

りとプロトコルの研究、移動

環境におけるマルチメディア

の効率的伝送のための統合移

動パケット通信方式の研究、フェージング環境に

おける高能率・高品質な動画像伝送方式の研究、

次世代の多重アクセス技術としてスペクトラム拡

散符号分害1多重アクセス (CDMA)方式の研究、

マイクロセルとマクロセルにより効率的にサービ

スエリアをカバーするための階層化セル構成法と

動的チャネル害]り当ての研究、移動体のインフラ

ストラクチャを利用し移動体の位置を動的に検出

するための位置検出法等の研究などです。これら

の技術について研究室員13名 修±7名 と卒論生

6名 )で取り組んでいます。

移勧通信の研究は技術とサービスが直接リンク

し、市場としても最も成長しつつある分野です。

研究のアプローチもコンピュータシミユレーションと

理論によるのみでなくハードウエアを構成すること

が必要であり、マルチメディア移動通信のプラット

ーフォームを構築して取り組むことを目標としてい

ます。また、産業界や他の研究機関との連携を取

り、常に最先端のテクノロジーを目指しています。

18
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対象と方法

私の研究の対象は多変数の実数の世界で考える

偏微分方程式と1変数の複素数の世界で考える常

微分方程式です(両方に共通するのが漸近解析と

いう方法です。得られる結果は方程式の解の漸近

展開表示です。目的は解の1生質を数学的に調べる

ことと漸近展開理論の発展ですc

特異摂動と漸近展開

研究してきた微分方程式は係数に微小バラメー

タを含みます(その由来は波動の数理モデルに現

れる小さい定数ですt例えは量子力学のプランク

定数です(その定数をバラメータ 働変数)と見な

して、解のバラメータに関する展開表示を求めま

す 私の対象はバラメータを零と置くと方程式の
主要部が消滅 し状況ががらりと変わってしまうの

で特異摂動と呼ばれる分野に属します。

さて特異摂動ではこの展開が一般に発散し、和

が定義できません。そこで数学者ポアンカレが19

世紀に導入した漸近展開という概念を使います。

漸近解析の特徴

漸近展開の意義は各係数が真の解よりも具体的

に構成でき、得られた漸近展開の初項あるいは適

当な部分和が解の良い近似を与えるところにあり

ます。

一方、展開を途中で止めたときの残りの誤差評

価を与えて漸近の意味をはっきりさせる必要があ

ります。これは角翠析的に面倒な仕事です。解の漸

近展開の係数は定数でなく関数です。それらは真

の解よりも計算しやすい利点がある代わりに断片

的にしか構成できませんてそれらを組み合わせて大

域的に通用する漸近解を作るのか接続の問題です。

実多変数の漸近解析

実数の世界の線形偏微分方程式の接続の問題に

関しては回シアの数理物理学者のマス回フ氏が多

変数のフーリエ変換と幾イ可学を組み合わせた画期

的な方法を量子力学の方程式をモデルとして1960

年代に提案しました。数学にも広い影響を与え、現

在では基本的な考え方の一つとして定着していま

す。私の偏微分方程式の研究もマス回フ理論の応

用の一例といえます。

マスロフ先生には数年前、

上智大学数学科で講演された

折りにお会いしましたが、96

年に私がイギリスのフリストルで在外研究してい

たとき図らずも再会できて研究交流をすることが

できました。

複素1変数の漸近解析

複素 1変数のときは、日仏の研充交流を通して

80年代後半から親しむようになった完全複素WKB
法の視点に立って接続の問題を全く別の方法で研

究しています。

常微分方程式の解が複素積分表示を持つとき、

それをラプラス変換に書き直し、その積分路の変

形、分解、合成などによって接続の仕組みを説明

しました。数値計算と作図に依存しているため、厳

密な証明を与えるのは将来の課題です。

一方、英国の理論物理学者たちが90年代に超漸

近展開理論を倉1め意した。私の作図的方法が使え

るので、日英の研究交流を通して知り合いになっ

た応用数学者と変形ベッセル方程式の解の積分表

示を超漸i近展開の視点で研究しています。

ワ

いままで述べてきた実多変数と複素 1変数の二

つの理論の先にマス回フ理論の複素解析版がある

はずです。この解決は21世紀への夢です。

最後に上のような研究に属さない「研究」に付

いて一言.数学を学生に伝え

るとき、正確に分かりやすく

なるように、さらに、学生自

身もそのような伝え手になれ

るように普段の講義やセミナ

ーで工夫をしてきました。主

観的にはこれも「ただいま研

究中」です。内容・形式とも

に会心の講義をすることか私

のもう一つの夢です。

微分方程式の漸近解析
教授内山 康一

∩

饂
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物性理論の研究
助教授 大槻 東巳

計算物理とユニバ

ーサリティ

ランダムな系の研

究は難しそうで最近

まであまり手をつけられていなかったのですが、コ

ンピュータの発達で、こうしたランダムな系をシ

ミュレーションで扱えるようになりました。コン

ピュータシミュレーションは、理論物理の一部と

も考えられますし、理論物理、実験物理と対等な

第二の物理、“計算物理"と も呼ばれます。この

コンピュータシミュレーションにより、たとえ構

造がランダムでも、物理的な性質はでたらめでは

なく、ランタムな系独特の秩序があることが半J明

しました。しかもこうした秩序は多くの物質に共

通にみられる普遍的なものです。こうした普遍性

(私たちはユニバーサリティと呼んでいます)は全

く予期しなかったものです。対象が複雑だからと

いって恐れず、必ずイ可かそれを支配するシンプル

な法則かあるはずだと楽観的にかまえて、私たち

はさらに研究を続けています。

|■ン""“ (J

島

，

物性理論とランダム系

これを読んでいる皆さんも書いている私も、酸

素を呼吸していますね。酸素は酸素分子の集まり

で、酸素分子は酸素原子から成っています。では

酸素原子は何からできているかというと電子と原

子核から、原子核は陽子と中性子から成ってい

て、陽子と中性子はクォークからできています。

このように身近なものは何からできているのかを

物理学は探求してきました。ではそれだけで身近

なものが分かるのでしょうか ?答えは否です。粒

子が多数集まった系を記述する法則は、少数の粒

子に対する法貝」とは全く別物なのです。例えば、

水と氷の相転移はクォークの性質がいくら判明し

ても到底理解できません。このように多数の粒子

が集まった系、つまり、“物"の性質を理論的に

解明するのが物性理論です。

では、物はどんな構造をしているでしょう?こ

う聞くと多くの人は固体を思い浮かぺ、周期的に

原子が並んだ結晶構造を想像するでしょう。とこ

ろがガラスなど、多くの物質は結晶構造を持たず

に分子がバラバラの配置をとっていますし、また

結晶構造を持つ系でも、格子欠陥や不純物イオ

ンが必ず存在 しています。物性理論研究室では、

このように周期性の崩れたランダムな系に興味を

もっています。特にランダムな系でどのように電

流が流れるかを研究しています。

ランダムな系での電流の研究は応用範囲が広い

テーマです。金属、半導体も対象の一つですし、

コンピュータのメモリーなどに使われているシリ

コンMOSなどもランダム系です。また近年の微細

加工技術により、サブミクロン程度の大きさをも

った、いわゆるメゾスコピックな系が作製可能に

なりましたが、これも多くの場合ランダム系です。

それだけではありません。こうしたランダムな構

造を電流が流れる問題は、電流を火と思い原子を

木と考えれば森林火災の問題と関連 しますし、電

流をウィルスに見立て原子を人間に見立てればイ云

染病のモデルにも関係します。
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きます。データの解析は、この回折像に対して分

子構造のモデルを当てはめることによって行われ、

分子の原子間距離の情報が得られますQ実験装

置 (右上写真)は電子顕微鏡の親戚のようなもの

で、現在組立中です。

研究室では

私たちは、これらの実験手法を用いて、主にオ

キシム化合物の構造を決定する仕事を行っていま

す。原子数10個程度の簡単な化合物でも、その

立体構造は幾通りも考えられ、その分子構造がよ

く分かっていないものが多いというのが現状です。

最近は、ab nllo計 算より得られた分子構造、工

ネルギーや双極子モーメントの情報を利用するこ

とにより、より複雑な分子構造の決定にも取り組

めるようになりました。今後コンピュータの性能

向上とともに、量子化学計算による分子構造の予

,貝lが さらに精度よくなされるようになるでしょうc

その正否を評価するために、信頼できる精密な分

子構造の実験データが必要です。私たちはこれま

で決められていない基本的な分子や、熱分解等で

生成 した短寿命分子の構造の決定に取り組んで

いきたいと考えています。

実験装置

ЭCAり

気体試料の回折像

分子の世界
教授大橋
助手 久世

分子のかたち

われわれの生活空間は、自分自身を含めて、物

質によって成り立っていますが、その物質は分子

の集合体であります。したがって、物質をよく理

解 し、われわれの生活に役立つ新しい物質をつく

りだすには、その基礎をなしている分子の構造に

ついてよく知る必要があります。たとえはアンモ

ニアはどんな形をしているのかと質問されたら、

それはビラミッド型であると答えることができる

でしょう。さらに有機化学の教科書をちょっと開

けば、原子間の結合距離や結合角の値がのってい

ます。また、アンモニアは傘が風で裏返 しになる

ような反転運動をしています。このように、分子

がどのような構造をとっているかを知ることは、

その性質やふるまいを理解する上で欠かすことの

できないことであり、化学のあらゆる分野での基

礎となります。

気体分子の構造を知るためには

ところで、分子構造といっても分子の状態によ

っても違いがあり、欲 ししЧ青報も分野によって異

なります。私たちはマイクロ波分光法と気体電子

回折法という手段を用いて気体の分子構造の解

明に取り組んでいますc気体という孤立状態にお

ける分子の精密な構造を実験的に決定する手法

は、これら2つに限られているといってよいでし

ょう。上に述べたアンモニアの構造はマイクロ波

分光法によって研究されてきました。

マイクロ波分光法では、数G Hzか ら数百GHzの

周波数領域の電磁波を用いて、気体分子の回転

スペクトルを観察することにより、分子の構造を

反映する回転定数を決定します。さらに分子の双

40TR子モーメント、核四極子結合定数や内部回転

ポテンシャルの1青報をもマイクロ波スベクトルの

角旱析から引き出すことができます。また、気体電

子回折から電子ビームによって散乱された気体試

料の回折像が得 られます。右下の写真がその一例

ですが、写真乾板上に同心円の縞模様が観察で

う
ム

しヽ ‐1



生体関連物質の錯体化学
教授 F.S,ハウエル
助手猪俣 芳栄

丁ADAIMAKENKYUCHU

生物体にはイ可種類の元素が存在し、それらの元

素は生体系でどのような構造の化合物を形成 して

いるのでしょうか。現在、私たちは無機化学の立

場から生体系に微量に存在する必須金属元素を

含む化合物の1■質と構造を明らかにすることを試

みていますこ生体系は複雑なため、モデルとして

アミノ酸、糖質およびこれらの類似化合物と微量

必須金属元素から成る化合物を合成 し、性質と

構造を種々の方法によって研究していますc

生体中の必須元素

生体中には核酸、タンパク質、糖質、脂質など

を構成する有機物構成元素であるH,C,N,P,○ .S

と、体液や細胞の維持と調節などを行う電解質元

素であるNa,医 ,堕,Ca,Cが比較的多く存在 し、こ

れらは常量必須元素とよばれています。これに対

して微量で正常な機能を発揮する微量必須元素

が含まれ、それらは生命の基本的機能に直接関与

する元素Cr,Ш ,Fe,Co,Ct,Zn,A/o.Se,|と基本的機

能を補助する役害」をもつ元素Rb,Sr,y,M,B,s,

As,F,Br,型 ,Cd,Sn,Ba,Pbに 分けられます=こ こで

下線を引いた元素は金属元素です.私たちはこの

微量必須金属元素に興味を持っています.

植物体は毛根に存在する有機物が土壌や水中

の金属元素と結合し、金属錯体を形成 して必須

金属元素を吸収していますじ一方、動物体は必須

元素の大部分を経口で摂取します=これらの生体

内に吸収された微量必須元素の中で遷移金属元

素はタンパク質の特定部位に結合し、金属錯体を

形成 します。

金属錯体

金属錯体とは金属イオンの周りに他の原子、分

子あるいはイオンが配位結合した化合物です=植
物に存在するクロロフィルはMgを 、ヒトのヘモク

ロビンはFeを 、ビタミンB―をはCoを 、イカの酸素

運搬物質であるヘモシアニンはCuを中心金属イ

オンとしてもっている代表的な金属錯体ですc

生物無機化学

金属イオンが関与する生体系およびモデル系の

構造と機能に関する研究分野は、生物無機化学

(B olnorganic Chem stry)と よばれ、近年活発に

研究活動が行われています。1997年 7月 末に第8

回lnternational Conference on Bloinorganic

Chemdry力潜黄浜で6日 間にわたって開催され、世

界各地から多数の研究者が集い連日発表が行わ

れ、上智大学理工学部化学科からも私達以外に2

つの研究室からの発表がありました。

今から36億 年前に生命が地球に誕生 し、その

後どのような過程によりこれらの元素が生物体に

とって必須となったのでしょうか=こ のような疑

間を抱きつつ、研究を進めています.
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サ…カディアンリズムの研究
助教授千葉 篤彦

サーカディアンリズムとは

私の専門分野は時間生物学です。聞き慣れない

言葉かも知れませんが、一言でいうと時間に伴っ

て変化する生命現象を研究する分野です。ほとん

ど全ての生物のさまざまな生理機能には日周リズ

ムが観察されますが、その多くは1日の長さを知

るための手掛かりとなるような環境因子 (昼夜の

明るさや温度の変化など)を取り去った恒常条件

下でも、24時間に近い周期で維持することが知ら

れています。つまり生物は自らの体内に概ね1日

の長さを知り得る 陶寺計」を持っているわけで、こ

の体内時計によって作り出される内因性のリズム

をサーカディアンリズム lly日 リズム)と呼んでい

ます。時間生物学の分野では、このサーカディア

ンリズムに最も大きな関心が寄せられています。

脊椎動物の体内時計

海外旅行の際の時差ボケは、体内時計が急激

な環境のサイクルの変化 (シフト)にすぐにはつ

ぃてゆけないために起こる現象であり、この時差

ボケによってわれわれは体内時計の存在を確かに

実感することができます。それでは、この 田寺計」

の実体は何なのか?これはサーカディアンリズム

研究の中心テーマでもあるわけですが、未だには

っきりとしたことはわかっていません。しかしこ

れまでの多くの研究の結果、体の中の特定の場所

が時計の発振源になっていることや、時計の機能

と密接に関係のある遺伝子や蛋自質もわかってき

ました。

時計の発振源については、哺乳類では脳の視床

下部の視交又上核にあるといわれています。しか

し、下等な脊椎動物である鳥類、爬虫類などで

は、視床下部以外に松果体や眼にも発振源があ

り、これらは互いに影響を及ばし合いながら全体

としてまとまりのあるひとつの時計として機能し

ていると考えられています。私はイモリを使って

これまで研究例の

'F常

に少なかった両生類の時計

機構について研究してきましたが、基本的には同

様の結果が得られています。進化の過程を考えれ

ばこうした複数の発振源の相

互作用によるリズムの形成が

脊椎動物の体内時計の原型であると言えそうです。

活動リズムの記録

体内時計の機能を調べるには、通常照度や温

度を一定にした条件下で動物を飼育して、動物が

自律的に作り出す約24時間のリズ

ムを言己録することから始まります。

私はイモリが自由に記録用水槽の

中を這い回る歩行活動のサーカデ

ィアンリズムを記録していますが、

ひとつの結果を得るために時には

数ヶ月にもおよぶ連続記録が必要

であり、なかなか根気の要る仕事

です。しかしイモリはその間ずっ

と、全く光のない恒暗条件下でも

約24時間の活動リズムを延々と刻

み続けることができるわけです。こ

のみごとな生命現象のために、多

くの時間生物学者は時間が経つの

も忘れて研究に没頭してしまうの

です。
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ハイテク・リサーチ

高密度・高機能情報システム構築に向けた要素技術の開拓
研究開発プロジェク「高密度 。高機能情報シ

ステム構築に向けた要素技術の開拓」が、文部省

により1997年度私立大学ハイテク・リサーチ・

センターに選定された。このプロジェクトは、上

智大学理工学部・理工学研究科におけるプロジ

ェクト研究の拠点として先頃設置された「上智大

学先端科学技術研究機構」で行われる最初のプ

ロジェクトとなる。この研究プロジェクトでは、

浴

文部省補助を受けて1997年度内に研究施設なら

びに設備が整備され、次世代高度情報システムの

構築に必要な極限エレクトロニクス技術と高信頼

性情報システムの開発を目標に、四つの研究課題

を柱として21人 の研究者が 5年間に渡って共同

研究を実施する。

本研究プロジェクトの四つの柱となる研究課題

は、A)極限エレクトロニクス基礎技術、B)極
限機能性材料の創製、C)生体メカニズムと情報
システム化技術、D)分野適応型情報システム化
技術である。高密度・高機能情報システムの構築

することが実用技術としての最終日標であるが、

当初は各研究課題の基で最先端技術の開発研究

を行って、理論的基盤として神経系における情報

伝達機構を解析 し、また、ドメイン構造内蔵型シ

ステム開発を進める一方、システム構築の基礎技

術として極限光エレクトロニクス素材や機能性粉

体新素材を、無機、有機、高分子材料の中で広

く探索して創製し、それらの光物性や、高温・高

磁場などの極限環境下を含めて基礎物性の評価

を行って、次世代型情報システムの構築に向けた

要素技術の確立を目指す。ドメイン構造を内蔵す

る知的ソフトウェアの開発は、直接に実用的な応

用が期待され、社会への貢献が期待される。また、

ニューロデバイス・システムの探求では、生体に

学んで技術分野に応用する新 しい学問領域の構
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築が行われ、将来の技術展開への足掛かりが与え

らる可能性がある。高性能の極限エレクトロニク

スデバイスの開発、優れた機能性新素材の創製、

極限機能性新素材の創製研究についても、実用

機能材料の基礎研究であると同時に、それ自体か

ら未来型機能材料 (特に、超伝導物質、高性能

非線形光学材料、光機能材料、極限力学材料な

ど)を産み出す期待が大きい。

このプロジェクトに参加している研究者は、そ

れぞれの分野ですでに実績のある研究者が中心と

なっているが、学問領域の垣根を越えた協力によ

って、さらに高い研究レベルに到達し、その成果

を社会に還元することが出来ると考えられる。上

智大学先端科学技術研究機構を受け皿として積

極的に企業との協同研究を推進し、本研究で得

られた基礎的知見の実用化を目指す一方で、国

内外の大学・研究機関との協力体制を推進して、

高度の研究を目指している。研究成果の大部分

は、学術論文として公表する。また、年報を発行

して成果を利用しやすい形にして社会に還元した

いと計画している。また節目では関心を持つ内外

の研究者、技術者に呼びかけシンポジウムを開催

する計画である。

このプロジェクト、または上智大学先端科学技術

研究機構に関するお問い合わせは、上智大学理工

学部長室内・先端科学技術研究機構までどうぞ。

3次元モデリングの例
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黒 江 晴 彦  物理学科 助手

理工学振興会からの旅費の援助を受け、1997年 7月 27日 から8月 1日 までオース

トラリアのケアンズで開催された磁性の国際会議 OnternaJonJ Conference on

Magneusm:lcM97)に 出席し、発表をしましたcこ の国際会議は高温超伝導体

の磁気的性質、国体表面の磁性、低次元磁性体などの幅広い分科に別れ、3つの

会場で5日 間発表が行われる、盛大なものとなりました。

今回の会議では低次元反強磁性体の一種である、スピン・パイエルス系の光散

乱の発表を2件、本学物理学科の関根智幸教授と連名で行いましたcス ピン・パ

イエルス系では磁気系が格子系と強く相互作用しています。そのため転移温度以

下では磁気励起の基底状態は非磁性になり、結晶格子に長周期構造が出現 しま

す。私は光散乱を用いて、磁気系、格子系の両側面から、スピン・パイエルス系

を総合的に研究しています。今回はスピン・パイエルス系Cuceo3、 α LNaV205

に非磁性不純物を混入したときに、スピン・パイエルス転移が抑制されることを、

格子系、磁気系の両側面から研究した成果を発表 しましたc(Proceedingは

http:〃magnon ph sophia acip/phys csハ ndex htmは リダウンロード可能です)

発表はポスター形式で行いました。1993年の東大工学部内野倉グループによる

CuGe03で のスピン・パイエルス転移の発見以来、この分野の研究は日本が中心

的な役割を担っています。1996年 には東京大学物性研の上田グループによりαL

NaV205で スピン・パイエルス転移が発見され、精力的な研究が行われていますc

今回の国際会議では研究上のライバルでもあるヨーロッパのグループやポスターを

見に来た多くの方と有意義なディスカッションを行うことができましたc余談にな

りますが、lCM97の会場で本学名誉教授である伴野雄三先生にもお会いすること

ができました。

ケアンズは赤道に近い常夏のリゾート地で、オーストラリア国内からも多くの方  左側筆

今 泉 美 佳  生命科学研究所 助手

理工学振興会よリー部旅費の援助を頂き、1997年 9月 3日 より9月 7日 まで米

国MassachusettslllVVoods Ho eに あるManne BI。 10gical Laboratory(MBL)で

行われたSociety of General Physiologists,第 51回 Annual Meeting and

Symposiumに出席し、研究発表を行ったc Woods HoeはBoston市 内よリバスで

2時間余り、高級避暑地として知られているCape Codの南西端にあり、三方を

海 (大西洋)に国まれた小さな町である。ここに1888年倉」設のアメリカで最も

歴史の古い臨海実験所であり、35名 のノーベル賞受賞者が研究を行い、現在も

多くの研究者が精力的に実験を行っているMBLがある。バスを降り、はじめて

見るMBLの古い煉瓦造りの建物には、アメリカ生理学研究の歴史と誇りが感じ

られた。

Soc ety of Genera Physio og stsの Annua Meetngは 1946年に

'台

まり、毎

年 1つの トピックスを取り上げてシンポジウムがMBLで開かれている。今年のト

ピックスはMechan sm of Secretlon(分 泌のメカニズム)であり、主に神経伝

達物質放出 (開口放出)関連の165)寅題が発表された。シナプスでの情報伝達

は、小胞に保存されている神経伝達物質が開口放出によってシナプス前部から

シナプス間隙に放出されることにより行われている。神経細胞の主要なアウトプ

ットであるこの開口放出機構の解明は、脳の機能を分子レベルで理解するため

に非常に重要な課題である。シンポジウムでは参加者全員がMBL内 の回ッジに

宿泊、揃って食事をし、シンポジウムに参加する。7:00の朝食に始まり午前中

のSession、  昼休みは2時間あるが、午後のSessionが 530ま で。夕食後、夜の
Sessionが 9:30ま で。その後毎晩12100ま でRecept onがあり、活発なdiscussion

が行われる。私はSynaptotagmin Clamp仮 説 (開 口放出においてシナプス小胞

膜蛋白質Synaptotagminへ の nos to polyphosphates結 合は静止状態における

がバカンスを過ごしていました。国際会議の合間にはスクーターを借りて市内観光

を楽しみました。国道沿いのハンバーガーショップで昼食にしたり、本屋でコンピ

ューター雑誌を探したり、先日 6月 10日 )に生まれた姪のおもちゃを探したりと、

およそリゾート地にふさわしくない楽しみ方をしていたのですが、オーストラリア

の人のナマの生活に触れる事ができたと思います。私にとって初めての海外旅行だ

ったのですが、下は片言しか話せないような幼児から、上は孫へのプレゼントを探

している老婦人まで、様々な世代の方と、色々な話をすることができ、とても有意

義な経験ができましたc

最後になりましたが、ご授助頂いた理工学振興会に改めて感謝いたしますc

自発性放出を阻害しており、Ca2.結合によりこの阻害が解除される:Proc Na‖

Acad Sci USA,94,287291,1997)に ついて、2日 目にポスター発表を行い、3

日目に若しfJI究者のために1寺別に言党けられたNew ldeas,New Facesに 選ばれ、口

頭発表を行った。国頭発表の方は前列に神経伝達物質放出の鍛々たるメンバー

がこちらを1兒んでおり、緊張 したcしかし何とか質問に答え、発表を終えること

が出来た。発表したおかけで、質問、励まし (日 本ではあまりないが (?)と て

も誉めてくれる)を 受け、また貴重なdiscuss onを 得た。論文上で名前だけを知

っている研究者と研究のこと、pnvateな ことまで話し合えたcと てもハードなス

ケジュールではあったが本当に有意義な一週間だった。

つ
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E Neher(ノ ーベル賞受賞者)と 筆者
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理工学振興会奨学金 (上智大学第 3種奨学金)奨学生氏名
理工学振興会奨学金とは当振興会が上智大学理工学研究科に在籍する大学院生のために給付する奨学金です。
1998年度在籍者および1998年度入学者のうち、次の学生に給付することが決まりました。

博士前期課程 1年次生 博士前期課程 2年次生

機械工学専攻 坂 口純 子

新 宅 章 弘

荒 井 君 美

尾 崎  誠
和 泉  尚
大 岳 直 人

荻 原 崇 好

三村 優 子

志 村  忠
佐 藤 直 美

田守  潤
舟 見 哲 史

諏 訪 将 範

酒 井  優
佐 藤  勉

電気・電子工学専攻

1997年度テイヤール 0ド 0シャルダン奨学金受賞者氏名

博士後期課程 1年次生

機械工学専攻

電気・電子工学専攻

応用化学専攻

化学専攻

数学専攻

物理学専攻

生物科学専攻

富 永 健 介

長谷りII明子

井口みどり

小 川 将 克

中村 進 ―

新 田雄 ―

上 野 宏 子

遠 藤  健
平 野 敏 行

谷  崇 男
高 橋 幸 子

上 間 大 輔

土 門 奈 苗

電気・電子工学専攻

化学専攻

物理学専攻

生物科学専攻

化学専攻

生物科学専攻

草 部 一 秀

藤 見 峰 彦

伊 師 潤 子

丸 山耕 一

博士後期課程 2年次生

数学専攻           岡 田  昇

博士後期過程 3年次生

高山千佳子

河  震洛

応用化学専攻

化学専攻

数学専攻

物理学専攻

生物科学専攻

標記奨学金 億賞論文)は下記の学生に授与されました。
この奨学金は、テイヤールを敬愛し、彼の理想に共鳴したベルギーの篤志家のご

厚意により、生命科学研究所の北原名誉教授を通して上智大学理工学部に恵与
されたものです。

着
貝

工冨
（
一
貝
普
貝

金

銀

銅

銅

(30万 円)

120万円)

(10万円)

(10万円)

国際関係論専攻 970903高 世信晃
機械工学専攻  97-0475新宅章弘
応用化学専攻  97-0550山田賢治
神学専攻    95-0010高 松 誠

機械工学専攻 櫻井 康雄 博士 (工学 ) Dynamic Characteristics ol a Load Sensing System

冨士 隆 博士 (工学) マルチメディアと事例ベース推論を用いたオブジェクト指向CAIシステム構築法

長沼 武雄 博士 (工学) クランク軸―ダンパ系の3次元振動に関する研究

電気 。電子工学専攻 福 田 恵子 博士 (工学) CMOS集積回路における基板雑音の計測・低減方法に関する研究

Manish Sharma 博士 (工学 ) Optical Lattice Filters and their Applications

朱 俊験 博士 (工学) Study on Multiple States Extraction Using One-Dimensional Nonlinear CMOS

Mao Circuit

化学専攻 海保 有6男 博士 (理学) 血清学的、遺伝学的解析に基づいた日本における紅斑熱群HcketJaeの研究

数学専攻 Nemenzo Fidel 博士 (理学 ) Congruent Numbers and the Tate-Shafarevich Group ol the Elliptic Curve y"=X.-n,x

田丸 博士 博士 (理学) The orbit types of symmetric spaces and their applications to generalized

symmetric spaces.

生物科学専攻 御園生 裕明 博士 (理学 ) Studies on the Molecular Mechanisms for Priming of Regulated Exocytosis

and lts Regulation in Bovine Adrenal Chromallin Cells

核山 仁 博士 (理学) Basic studies on the molecular architecture ot the egg envelope of the lish,

Oryzias latipes.

高橋 賢 博士 (理学) Neuronal Death Triggered by Release of Excessive Endogenous Glutamate in

Cultured Rat Hippocampal Slices

山口 芳正 博士 (理学 ) Effects of Ginsenosides and VIP-Related Pepetides on Cognitive lmpairments

in a Radial-Arm Maze
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単位千円)

重点領域研究 (2) 助 手 :陸川政弘 高分子中における高速リチウムおよびプロトン伝導性 1,900

助 手 :陸川政弘 フラーレン金属錯体による高分子薄膜の開発と超格子構造の確立 1,500

助教1受 :江馬一弘 有機薄膜中の過渡的回折格子を用いた超高速波形マニピュレーション 2,000

教 授 :清水清孝 クォーク模型に基づくバリオン間相互作用の原子核への応用 800

教 授 :讃井浩平 水素結合性高分子コンプレックスを形成する新高分子の構造制御とその動的応答性 1,800

教 授 :杉森 彰 共役金属キレート環における遷移金属―硫黄結合の特異反応 2,000

助教授 :田 中昌司 大脳皮質運動野における力のコーディングと内部座標系 1,300

基盤研究 (A'1) 教 授 :伊藤直紀 極限状態における新しい物質相の探求 4,400

教 授 :青木 清 脳研究および新たなDNA操作技術を始めとしたバイオサイエンス諸研究に関する調査研究 4,200

基盤研究 (AX2) 助教授 :坂間 弘 マイクロビームによるスピン偏極走査電子顕微鏡の試作

基盤研究 (Bメ 2) 教 授 :森本光生 複素多様体上の解析学の構築 2,400

教 授 :杉森 彰 共役メタラサイクル上でのラジカル置換反応 7.800

教 1受 :1頼り||う警― 環境調和型触媒プロセス「エチレンジアミン選択的合成触媒の開発研究」 9,200

基盤研究 (C12) 講 師 :恩田正雄 lGHz領域自動掃引フーリエ変換マイクロ波分光器の試作

教 1受 :野末 章 ハイブリッド型セラミックス分散強化金属間化合物基コンポジットの構築

教 授 :讃井浩平 電荷移動相互作用を利用した高性能複合材料の合成とその力学特性 1,000

教 授 :彼 田健一 有限群の表現とその応用の研究 1,000

教 1受 :加藤昌英 複素多様体上の射影構造 1,400

助教授 :高柳和雄 電子間有効相互作用のメタルクラスターヘの応用 900

助教1受 :江馬一弘 コヒーレントフォノン励起による団体表面原子の制御 2.500

教 授 :向 田政男 配位状ニトロシル 〈NO)の酸化還元過程における後続反応生成種の確認 2,700

講 師 :梶谷正次 メタラジカルコゲノレン環を反応場とする反応1士中間体の捕捉と脱離 2,100

講 llF:増 山芳郎 N― トシルイミニウム塩生成法の開発とホモアリルアミン合成への応用 2,800

教 授 :井内一郎 魚類卵の卵膜硬化カスケード

教 授 :末益博志 繊維強化複合材料積層板の衝撃損傷と衝撃後圧縮特性劣化 lCAI)メ カニズム 1,400

教 授 :岸野克巳 分子線エピタキシー法による皿一V族窒化物半導体共振器型紫外線受光デバイスの開発

教 授 :山上健次郎 魚卵卵膜サブユニット前駆体 (コ リオゲニン)の分子集合機構 1,900

教 授 :青木 清 ウズラヒナの発声神経核発達と性ホルモン作用 2,700

萌芽的研究 教 授 :大井隆夫 高圧下における炭酸水溶液中でのランタノイド元素の溶解度

教 授 :清水都夫 含硫黄原子団の電子伝導に関する研究

教 1受 :,青列くイlI二 結合部の微小接触現象を考慮した非線形接触熱抵抗の評価法 1,500

奨励研究 (A〕 助 手 :五味 靖 日e型有限群とHecke環 の表現論 800

助 手 :後藤聡史 部分因子環の構造の研究 1,100

助教授 :大槻東巳 ランダム媒質中での光のアンダーソン転移 1,800

助 手 :木川田喜一 岩石変質に伴うアルナイト生成過程におけるランタノイド元素の挙動 1,400

助 手 :坂本治久 光学的に測定した作業面 トポグラフィによる研削砥石作業面状態のインプロセス評価法 1,500

助教授 :高尾智明 新機能構造材料と超伝導コイルの安定性に関する研究 1,000

助教1受 :下村和彦 自己組織化低次元量子丼戸構造の作製と波長変換素子への応用に関する研究 1,400

助 手 :菊池昭彦 量子丼戸サブバンド間遷移を用いた窒化物半導体モノポーラ光デバイスの基礎研究 1,600

助 手 :神野健哉 ヒステリシス素子を含む大規模非線形回路網のダイナミクス解析と画像処理への応用 1,200

助 手 :陸川政弘 立体規貝1性を有する機能性高分子の合成とナノ構造制御 1,100

助 手 :今泉美佳 開口放出機構におけるシナプトタグミンの役割 1,200

助 手 :青木隆史 光学活性基合有ポリマー上で培養された動物細胞の応答性 1,200

特別研究員奨励費 教 授 :長野 正 Petty予想の解決 (積分幾何学、凸体理論)
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企業名 文 理 :

男 女 男 女 男 女

横河電機脚 1 1 1 1 3

ロータスllll 1 1

いす 自ゞ動車関 1 1

富士重工業関 1 1

llllニ コン 2 1 3

閉岡村製作所 1 1 3

llXlエ イチ・アイ・エス 1 1

東日本旅客鉄道llll 1 1 3

ヤマト運輸欄 3

国際電信電話関 1 3

第二電電llll(DDI) 1

llXl光通信

蝶理 IAl 1 1 2 3

豊田通商鉄) 1 1 1 1 3

llll丸井 1 1 3

llllフ ジサンケイリビングサービス 1 1

シティ・バンク エヌ 。エイ 1 1 3

チェース・マンハッタン銀行東京支店 3 3

東洋信託銀行llll 3

安田信託銀行llkl 1 1

株沐黄浜銀行 1 1 3

株)ジェーシービー 1 1 2 3

日興證券llAl 1 1 3

第一生命保険llEl 1 1 1 1 3

プルデンシャル生命保険llAl 3

朝日放送閉 1 2 1 3

あさひ法律事務所 3

Iヌ・ァィ・ティ・コミュニケーションウェアllAl 1 1 1 1 2 3

llll東洋情報システム 1 1 1 1 3

日本ディジタルイクイップメント閉 1 1 1 1 2 3

欄毎日コミュニケーションズ 1 1 2 3

llllリ クルー ト 1 1 3

日揮llAl 2 2

2

日清製粉llA) 2 2

日本ハムllll 1 1 2

明治乳業llAl 1 1 1 1 2

東レllA) 2

イトキン閉 1 1 1 1 2

llAl旺文社 2

lll)角 川書店 2 2

餘)光文社 2

lll)産業経済新聞社 2 2

l■l婦人画報社 2

企業名

lll)読 売新聞東京本社

凸版印刷llkl

住友ベークライト閉

中外製薬llll

萬有製薬 IAl

日立化成工業欄

三菱瓦斯化学llkl

住友金属工業m
日本精工llAl

アンリツllll

日本ビクター餘)

松下電工関

本田技研工業llk

マツダ開

ヤマハ発動機llAl

オリンパス光学工業lal

GE横河メディカルシステムlal

パラマウントベッドllll

全国共済農業協同組合連合会

全国農業協同組合連合会

日本アジア投資llll

アイ・エヌ。エイひまわり生命保険lal

AIU保険会社

千代田火災海上保険関

llll長谷工販売センター

森ビル腑

いノヴァ

閉インテリジェンス

llAl電 通パブリックリレーションズ

llll博報堂

llAlマ ッキャンエリクソン

アンダーソン・毛利法律事務所

小松 。狛。西川法律事務所

あさひ銀ソフトウェアllll

石川島播磨重工業llkl

カシオ計算機llA)

llkl関 電工

昭和シェル石油llkl

新日本製鐵llAl

日本発条llAl

富士写真フィルムllA

1998年 1月 30日 現在/内定者1名については理工学振興会会員企業を中心に掲載

33

雪印乳業llA)



ちょつと拝見
防ょつと拝見」は、上智大学理工学振興会の会員企業を紹介するベージです。

毎回、各企業の若手研究員の方から、会社概要や所属セッションの研究をレポートしていただきます。

●コンパックコンピュータ株式会社

●住友化学工業株式会社

●東京エレクトロン山梨株式会社

●東京製鐵株式会社

●ヤマハ発動機株式会社



コンパックコンピュイ 株式会社
天野 晴朗 テレコミュニケーション製品部

1998年 1月 5日 、PC、 PCサーバNolのコンパックと超並列サーバNo,1

のタンデムが合併して、新会社「コンパックコンピュータ株式会社」とし

てスタートしました。

タンデムは米国カリフォルニア州のクーパティノに本社をおき、1976年、

世界で初めて並列コンピュータのノンストップシステムを発売して以来、

最先端の並列技術で、ミッションクリティカルなコンピューティングを

リードしてきました。その代表である超並列サーバ「NonStop Himalaya」

は、耐障害性と拡張性の高さから、決してダウンの許されない重要度の高

い基幹業務、データウェアーハウスにおいて圧倒的なシェアーを獲得して

プロフィール

天野 晴朗
あまの はるお
1977年 :上智大学理工学部 電気・電子工学科卒
勤務先 :コ ンパックコンピュータ株式会社

テレコミュニケーション製品部

〒140‐0002 東京都品川区東品川2‐224
天王洲セントラルタワー

TEL:03‐ 5495‐8087  FAX:03‐ 5463-8451

います。世界証券取引の90%、 ATM取引の80%、 クレジットカードの与

信照会の66%、 そして世界の電話。通信上位35社の100%、 さらには米国

911番 (警察・火事・緊急の連絡先)の3分の2が、NonStop Himttayaと

Windows NT製 品を採用しています。日本市場においても日本タンデムは2

年連続No.1の実績を達成しています。

一方、コンパックは米国テキサス州のヒューストンに本社をおき、マイ

クロソフト、インテルと共に、ゴールデントライアングルと呼ばれ、常に

新しい世界標準を生み出し続けてきました。従来の大型ホストマシンでは

決して実現出来なかった業界標準プラットフォームによる抜群のコストパ

フォーマンスと柔軟なシステムに対応し、SOHOな どのスモールネットワ

ークから、ミッションクリティカルな基幹業務、さらには全世界規模の工

ンタープライズシステムまで提供 し

ています。現在、全世界のビジネス

iマ シーンで稼働しているコンパック

サーバは、100万台以上で世界Nol

Iのシェアを維持し続けています。

当社では、ソフイア会常任幹事

をさせて頂いている、和泉法夫 副
社長を始めとし、多くの上智大学出

身者が共に働いています。私は、昨

年、電気・電子工学科の後輩であ

る斎藤雅弘君と製品の日本仕様化

のために米国本社の開発部で2ヶ 月

に亘り仕事をしました。海外での業

)務にすんなり溶け込んで活躍する後
輩の姿を見て、ソフィア精神は今も

健在であることに嬉しく思いました。

インターナショナルな伝統を持つソ

フィア精神をを学んだみなさんにと

って、コンパックコンピュータ株式会社はきっとやりがいと活躍の場を見

つけられる会社だと思います。
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住友化学工業株式会社
藤 原  靖 己 石油化学品研究所 触媒開発グループ

基礎化学、石油化学、精密化学、農業化学…これだけでは何のことかよくわか

らないと思いますが、これらが住友化学を構成する事業部門であり、化学技術を

駆使して様々なものを作っている、といった意味で
｀
総合化学メーカー

″
と呼ば

れています。素材メーカーであるため当社の名が世間の人々に触れられる機会は

少ないと思いますが、様々な商品群が日常生活や先端技術分野で奥床しくも役立

っています。例えば無機材料であったり、合成樹脂であったり、染料であったり、

農薬であったり、半導体材料であったり…。

これら様々な商品を作る人々は、北は青森県三沢から南は大分まで5工場、10

研究所をはじめとして約6000人 に上ります。また、昨今、日本ばかりでなく欧米

でも化学メーカーの合併、事業統合が進んでおり、アジア地域においては各国メ

ーカーの競争が激しくなっています。このような現状において、欧米と比べて事

業規模の小さい日本の化学メーカーが生き残っていくためには適切な国際化戦略

が重要となっており、当社では、例えば石油化学部門ではシンガポールやアメリ

カ等に当社独自の技術による合成樹脂製造設備を持って海外事業展開をしてお

り、他部門でもいろいろな形で海外展開が図られています。

国内、海外へ様々な技術、商品を提供しているばかりでなく、品質、安全、環

境問題にも取り組んでいます。例えば、国際的な品質規格であるISOの取得やレ

スポンシブルケア活動を強力に推進するなど、積極的に活動を行っています。

さて、私が勤務している石油化学品研究所は当社の石油化学部門の中核工場

である千葉工場内に有り、その名の通り、主に合成樹脂を中心とした石油化学品

の研究開発を行っています。その中で

私はオレフィン重合用触媒の研究開発

に従事しています。毎日、実験をおこ

なったり、特許、文献調査したりする

ことが多くそれ自体は孤独な作業です

が、企業における研究の目的は、より

良い製品をより安く作る方法を見つ

け、その製品を工業化するとともに工

業所有権を取得することに有ります。

これを効率的に行っていくには、自分

自身の技術レベルを向上させるととも

に、関連部門との協力、意思疎通が

重要であると感じています。

給与については大企業ということも

有り世間並み以上であると思います。

また、最近は当社においても賃金体系

が年功序列型から成果主義へ移行し

つつあり、特に研究者については裁量

労働制の導入も行われ自己管理能力も間われています。

福利厚生面については各事業所毎に社宅、独身寮があり、体育館、プール、テ

ニスコートも設けられています。さらに、保養所や契約施設等、共済会、健康保

険組合、労働組合による幅広いサービスがあります。

以上、会社紹介というよりは宣伝に近くなってしまいました。効果のほどはい

かがでしょうか。当社、あるいは当社の製品について興味がございましたらご―

報ください。

プロフィール

藤原 靖己
ふじわら やすき
1991年 :上智大学大学院 理工学研究科 化学専攻修士課程修了
勤務先 :住友化学工業株式会社

石油化学品研究所 触媒開発グループ
〒29902 千葉県袖ヶ浦市北袖21
TEL:0438-63‐ 1244
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東京エレクトロン山梨株式会社
佐 藤  英 範  第二開発技術部

東京エレクト回ン株式会社は、1963年 11月 に設立され、半導体製造装

置の専門商社としてビジネスを展開してきました。Tokyo Electron ttmited

の頭文字をとって通称TELと して、お客様に親しまれています。社の企業

文化としてTELは人間尊重、市場指向、グローバル才旨向、倉」造性重視を掲

げています。

東京エレクトロン株式会社の事業分野は4つの部門に分けることができ

ます。半導体製造装置部門、LCD製造装置部門、コンピュータ・システム

部門、電子部品部門の計4つです。組織的には、東京エレクトロン株式会

社は機能別分社化を積極的に行っております。関連会社に半導体製造装

置・液晶製造装置の開発製造を担当する会社、保守サービスを担当する

会社などがあり、現在では東京エレクトロングループとして、半導体製造

装置ビジネスを中心に事業拡大を行っています。一言で半導体製造装置

と言っても何のことなのかよく分からない方がほとんどだと思いますが、

簡単にかみ砕いて言うならばそれはlCやメモリーチップをつくるための装

置と言って良いでしょう。

現在、私は東京エレクトロン株式会社より、関連会社の一つである東京

エレクトロン山梨株式会社に出向中です。この東京エレクトロン山梨株式

会社は、主に半導体製造プロセスにおけるエッチング装置を開発製造して

います。エッチング装置とは、Si基盤のフォトレジスト上に現像された025

ミクロン程度の小さな穴や溝をプラズマを利用して削り取る装置です。私

いうちから海外での仕事を任せるなど

だと思っています。

がこの部門で担当する職務は、そ

の装置をいかに顧客のニーズに合

ったように使えるかを試行錯誤し

改善改良していくというものです。

現在では、海外の多くの顧客に

装置を購入していただき、グロー

バライゼーションという企業戦略

のもと、アメリカをはじめヨーロッ

パ、アジア地域に多くの拠点が設

けられ、グローノウ叫こ開発・製造・

セールス・保守が行われています。

日系ビジネス誌においては、国際

競争力のある企業として、TELは

その一位にランキングされました。

そのような背景もあって、入社6

年目の私もヨーロッパの顧客のプ

ロセスをサポートするために、現地

に出向することになりました。若

チャンスを多く与えてくれる会社

東京エレクト回ングループでは、創造性、積極性、柔軟性、信頼性とい

う4つの行動様式をバランス良く併せ持つ人材を求めています。過去の経

験や型にとらわれない自由な発想ができる人 創造性)自 ら考え自ら行動

できる人 G責極性)他人の知恵や良さを受け入れることができる人 揉軟

性)責任を全うする人 信頼性)が求める人材像です。

TELは 、高成長が続く半導体産業におけるテクノロジーリーダーとして

活力ある企業であり、今後も更なる拡大が見込まれています。それだけに

自分を試すことのできる場所がたくさんあります。自分でイ可かしてやろう

と思える人、チャンスを狙っている人が望まれています。
プロフィール

佐藤 英範
さとう ひでのリ
1992年 1上智大学理工学部化学科卒

勤務先 :東京エレクトロン山梨llll第二開発技術部

現在ヨーロッパ出向中

〒107‐8481 東京都港区赤坂五丁目3‐ 6
TBS放送センター

TEL:03‐5561-7000
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東京製鐵株式会社
天谷 豊 総務部

聞き慣れない名前でしょうが、東京製鍼とはその名の示すとおり、鉄を

製造している会社です。「鉄」といえば、「鉄鉱石を溶鉱炉で溶かして、そ

れから…」となるのでしょうが、当社はいわばゴミとも言える鉄スクラッ

プを電気炉で溶解し、再び鉄鋼製品として世に送り出す、一種のリサイク

ル産業とも言える、電気炉メーカーです。製造品種は、建設用のH型鋼や

広い用途を持つ薄板 (ホ ットコイル・表面処理鋼板等)な どを中心に13

種類。年間の粗鋼生産量は約460万tで、これは国内鉄鋼メーカー中6位、

電炉メーカーでは世界で2番目の規模になります。

1934年の創業以来60有余年、ただひたすらに鉄を創り続けてきました。

― ル

ゆたか

学習院大学経済学部経済学科卒

東京製銭株式会社 総務部
東京都千代田区内幸町2‐ 2‐2 富国生命ビル
TEL:03-3501-2284

E ma‖ :amagai@tokyOSted∞ jp

http://_tOkyosteel co ip/

この長い歴史の中で我々は、世界初とも言える数々のエポックメイキング

なものを残し、業界の「常識」を覆し、自ら新しい常識を作り出してきま

した。古くは大型H形鋼の生産や、150tの超大型直流電気炉・連続挿入式

電気炉の技術開発、国内電炉初 (世界では2番目でしたが・・・)のホットコ

イルヘの進出等々、それまでにも多くの人たちが夢に見て、しかし誰もで

きなかったことを次々と成し遂げてきました。

東京製鐵が誇りに思うのは、こうした数々の実績よりもむしろ、夢を現

実のものにしてきたエンジエア達の力です。東京製鐵のチャレンジングス

ピリットを形として残すことのできる技術力、一人一人の努力とチャレン

ジングスピリット、全てを自慢したいですね。技術は日々進歩しています。

今は最新である設備や技術も、5年、10年、と経てばきっと当たり前の

ものになるでしょう。そのときにさらに時代の先を行く

技術を生み出さなければ、企業としての競争力も、エン

ジエア個人のポテンシャルも高まることはありません。

できあがったものの上にあぐらをかくことなく、新し

い技術、新しい常識を作っていこうとするマインドと、そ

れを実現させる力こそ東京製鐵の最大の強みであり、魅

力だと思っています。

当社のモットーの一つに「少数精鋭主義」があります。

小さく鋭く、そして柔軟な組織の中で、それぞれが広範

な仕事をこなし、トライ&エラー&ト ライを繰り返す。そ

うして人も技術も育ってきました。また、小さな組織の

メリットとして、情報が大幅に共有化され、エンジエア

であっても、営業や会計、経営の情報を肌で感じること

もできます。

会社も、社員の一人一人も、色々な事物を色々な角度

から見て考え、次に何をすべきか、何をしたいのか、常

に未来を見据えて、夢と目標を持ち続けている、東京製

銭はそんな会社です。

東京製鐵株式会社岡山工場内熱延工場の一部。

熱延工場ではホットコイルと呼ばれる鋼板を製

造しており、表面処理綱板等は、これを母体に

して加工したものです。

写真はラインの中心部にある、コイルボックス

と呼ばれる部分であり、約20～ 30mmの厚さに
圧延されたものを一旦巻取り、次の圧延機へ送

り出す部分です。

天谷 豊
あまがい

1993`F:

勤務先 :
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ヤマハ発動機株式会社
alヽ林  正 典  モーターサイクル事業本部 第 3プロジェクト開発室

ヤマハ発動機は1955年にモーターサイクルメーカーとしてスタートし

ました。1960年よリモーターボートや船外機の生産を開始、以来エンジ

ン技術・FRP技術を基軸に事業の多軸化を進めてきました。今日ではモ

ーターサイクル事業を中心に、マリン事業 (ボート・ヨット・ウォーター

ビークル・船外機等)、 特機事業 (4輪バギー車・スノーモビル・ゴルフ

カー・発電機等)、 自動車エンジン事業、IM事業 (サ ーフェスマウンタ

ー・自動搬送機等の産業用ロボット)、 ガスヒートポンプエアコン事業、

スカイ事業 (産業用無人ヘリコプター)な ど幅広く事業が展開されてお

ります。世界初の電動ハイブリッド自転車「ヤマハパス」も1993年の発

売以来着実に普及し、いまでは自転車のカテゴリーに―ジャンルを占め

るまでになりました。海外生産拠点の強化、国際分業の充実などグロー

バル化も着実に進展しており、現在世界45カ国・60工場でヤマハブラン

ドの製品が生産されております。

私が所属する第3プロジェクト開発室はモーターサイクル開発部門のひ

とつで、国内・欧米向の小～中排気量車と共に、最近では東南アジア・

中国。インドなどの現地工場で生産・販売されるモーターサイクルの開

発が大きなウエイトを占めております。仕事の範囲はエンジン・車体の

設計から、機能。信頼性の評価まで開発全般に亙りそれぞれ専門のグル

ープに分かれて担当しております。モーターサイクルは、ライダーの操作

だけでなく乗車姿勢・体重の移動などが走行特性に大きく影響します。

更に外気と直接触れることも手伝って体に当たる風から

音や振動に至るまですべてが五感を刺激する乗り物です。

開発する側にとっても技術力に加えて高い感性が要求さ

れるということであり、それがモーターサイクル開発の楽

しさであり醍醐味ともいえます。「科学」や「技術」を基

礎として、そこに「感性」や「匠の技」が同居したすば

らしい世界です。

また、現在の担当プロジェクトの関係から私自身海外

出張の機会も多く、自分たちが開発したモーターサイク

ルが毎日の暮らしに欠くことのできない生活用品として

活躍している姿を見ると共に、異文化に肌で触れ貴重な

体験も数多くしてきました。

“世界の人々に新たな感動と豊かな生活を提供する"

ことを目的に常に新しいものに挑戦する企業風土の中、

そこで培われたチャレンジ精神と遊0いは仕事を離れて

も健在です。鳥人間コンテストに毎年参加し多くの優勝

経験を持つ人力飛行機チーム「エアロセプシー」をはじ

めとして、昨年世界記録を樹立した人カボートや、ソー

ラーカー、ソーラーボートなど仕事以外にも夢を持ち情熱を傾ける社員

が多数おります。また、海・山に囲まれた静岡県の環境と、アウトドア

レジャーに関連したものが多いという自社商品の特徴も手伝って、自ら

が企画し開発した商品で遊び、楽しみ、多くの社員が週末のアウトドア

ライフを満喫しております。

自分の夢を技術と情熱で実現したいというあなた、当社に興味のある

方はぜひご連絡ください。

インターネットのホームページhttp//www yamaha‐ motor co ip/も ご覧

ください。

‐
頭

一
・
・｝・・・

プロフィール

小林 正典
こばやし まさのり
1978年 :上智大学理工学部機械工学科卒禁

勤務先 :ヤマハ発動機ホ朱式会社

モーターサイクル事業本部 第3プロジェクト開発室
〒438‐ 8501 静岡県磐田市新貝2500
TEL:0538-37‐ 4121

E‐mJl:kobayashLmaSanOn@cc9w yamaha motorcoJp
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上智大学理工学振興会会員リスト

旭化成工業株式会社

アンテナ技研株式会社

石川島播磨重工業株式会社

花王株式会社

カシオ計算機株式会社

株式会社関電工

カヤバエ業株式会社

株式会社ケミトックス

国際電気株式会社

コスモ石油株式会社

コンパックコンピュータ株式会社

株式会社さくら銀行

三機工業株式会社

GE横河メディカルシステム株式会社

清水建設株式会社

昭和シェル石油株式会社

昭和電工株式会社

新日本製鐵株式会社

住友化学工業株式会社

ソニー株式会社

ダイダン株式会社

大日本インキ化学工業株式会社

大日本印刷株式会社

株式会社竹中工務店

千代田化工建設株式会社

電気化学工業株式会社

東京エレクトロン株式会社

東京製鐵株式会社

東京電力株式会社

株式会社 東芝

東洋通信機株式会社

東レ株式会社

トヨタ自動車株式会社

長瀬産業株式会社

株式会社ニコン

日本電気株式会社

日本アイ。ビー・エム株式会社

日本光電工業株式会社

日本発条株式会社

日本。ヒューレット・パッカード株式会社

株式会社日立製作所

株式会社富士銀行

株式会社 フジクラ

富士写真フイルム株式会社

富士通株式会社

本田技研工業株式会社

前田建設工業株式会社

松下通信工業株式会社

* 松下電器産業株式会社

松下電工株式会社

三菱化学株式会社

三菱自動車工業株式会社

三菱重工業株式会社

三菱商事株式会社

* 三菱電機株式会社

株式会社 明電舎

安田火災海上保険株式会社

山武ハネウエル株式会社

ヤマハ発動機株式会社

雪印乳業株式会社

横河電機株式会社

1998年 3月 10日現在

法人会員60社/賛助会員 1社/個人会員172名
(50音順)*印・幹事企業

＊

　

　

＊

　

　

＊

*

*

*

＊

　

　

＊

上智大学理工学振興会個人新入会員リスト
。997年 4月¬998年 3月入剣

青木義一   石川和枝   塩浦昭義 汐待孝信   田中昌司   服部 武 (50音順)

上智大学理工学振興会が給付している奨学金や様々な事業は、理工学振興会会員の会費で賄われています。
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理工学振興会の発展と活動の活性化に

ご協力をお願いいたします。

上 智 大 学 理 工 学 振 興 会 の運営や活動は会員の皆様のご支援とご協力に支えらオ■てtヽます。現

在、理工学振興会奨学金を受ける大学院生は年F151人 ですが、年々大学院への進学率が高まる中、

一人でも多くの学イ11に奨学金を給 l・lし 、優秀な人オイを21L紀の社会に送り出したいと考えていますで

また、その他の活動もますますI格んにし、会員の皆様と相互コミュニケーションを緊密にしていきた

いと念じております c

当lrllェ 学振興会には 3つの制度があります。

●法人会員 入会金 :300,000円 、年会費 :― 口100,000円
“

可口でも結構です)

●個人会員 入会金 : 5,000円 、年会費 :―口 10,000円 徊口でも結構です)
●賛助会員 寄付をしてくださつた個人または企業が、当該年度会員になる制度です。

会員になられますと、本誌 (サ イテック)や、振興会ニュースおよび各種行事のご案内をお送りいた

します。また、法人会員企業に所属の方は、上智大学理工学部が開講しております総合講座へ無料で出

キi与することができますこ

振興会に興味をお持ちの方は、ご―報いただければ、詳しい資滲|をお送りいたします。まだ、振興会

の会員になられていない企業、個人をご紹介いただけオuゴ幸いです。 liし くは事務局へお問い合せくだ

さいc

振興会についてのご意見、ご提案、ご希望などありましたらご遠慮なく事務局までお知らせください

ますようお願いいたします。

上智大学理工学振興会事務局●〒102¨8554東京都千代田区紀尾井町 7-1
上智大学理工学部長室内

丁EL 03‐ 3238‐ 3300  FAX 03… 3238‐ 3500

本サイテック9号では、文学部心理学科教授山中祥男先生に「痛みとストレス」

という記事をご執筆いただきました。心理学の研究が、自然科学と社会科学の接

点に位置する研究分野であることが良く解り、大変興味深く、ご寄稿に対 して御

礼申し上げます。

さて、この会報の目的は、振興会会員の皆様と理工学部の教職員・学生との相

互コミュニケーションにあります。記事の中の主なところは、上智大学の理工学

部ならびに大学院理工学研究科の活動報告に宛てさせて頂きましたが、これから

も会員各位よりご意見を頂き、振興会の活動をさらに充実させて、会員企業との

共同体制の推進、上智大学理工学部の発展、科学技術の健全な発展に寄与してい

くよう努力したいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

最後に本号の企画編集には大日本印刷lalの藤田さん、小金沢さん、事務局の茅

原さんの労に負うところが大きいことを付記させていただきます。(瀬川幸一 )

●上智大学理工学振興会事業実施委員会

ロバート・ディーターズ (理工学振興会会長・上智大学名誉教授)

熊倉鴻之助 鯉工学振興会副会長・理工学研究科委員長・生命科学研究所教授)

池尾 茂 lII工学振興会副会長・理工学部長・機械工学科教授)
岡村秀勇 CL智大学名誉教授)

岡部員幸 機械工学科助教授)

下村和彦 (電気・電子工学科助教授)

彼田健― (数学科教授)

江馬一弘 (物理学科助教授)

酒泉武志 (化学科助教授)

茅原正子、高橋節、半澤佐喜子、佐瀬弘恵 (事務局)

●企画 大日本印刷C&1総合企画開発部
●製作 イド・クリエーション
●印刷 大日本印刷株式会社
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